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本市独自の新型コロナウイルス対策支援紹介

災害時の避難所では

新型コロナウイルス感染症対策が必要です！

四国中央市歴史考古博物館 -高原ミュージアム -開館！

ひうち媛いりこ

市議会だより

四国中央市データ

　　6月末日現在（前月比）

人口  男　41,976人 （-21）

　　  女　43,947人 （-38）

　　  計　85,923人 （-59）

世帯　38,932世帯　  （+8）

2020

表紙：しこちゅ～ほっこりナイトでの四国中央市民吹奏楽団による演奏〔7/18（土）撮影〕※ 11 ページに関連記事

令和 2年



　本市では、 新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市民の生活や事業者の事業活動を支援するために、 6 月

議会において追加の支援策を予算化しました。 本市独自の支援策として、 飲食業者などへの 10 万円の給付や、 特

別定額給付金の対象とならなかったお子さんに対する 5 万円の商品券の交付などが盛り込まれています。 「新しい生

活様式」 への転換が迫られる中、 市民の暮らしと地域経済を守るための 4 つの支援策をご紹介します。

　なお、 これらの支援策は、 6 月 12 日に市議会から市長に提出された 「新型コロナウイルス感染症対策に関する要望

書」 を受けて予算化されたものです。 ※要望内容については市議会だより （35 ページ） に掲載

①しこちゅ～飲食業者等激励給付金
　 国の緊急事態宣言が出された 4 月 16 日から継続して市民生活に必要不可欠な生活衛生関係のサービスを

提供している飲食業、理容業、美容業を営む事業者に対し、事業継続を支援するため激励給付金を支給します。

対象事業者へ

10 万円を支給

飲食業者（飲食店・喫茶店営業）

理容業者 ・ 美容業者が対象

申請期限は、

9 月 30 日 （水） まで

（郵送にて申請受付中）

●対象者

　 市内に店舗を構え、 飲食業 （飲食店 ・ 喫茶店営業）、 

　 理容業、美容業を営む中小企業者 （個人事業主を含む）

　 ・ 中小企業者 ： 市内に本店があるもの

　 ・ 個人事業主 ： 市内に住民登録があるもの

　 ・ 令和 2 年 4 月 16 日時点及び申請日時点において、　　

　　 上記の業種を営んでいること

   ・ 市税に滞納 （猶予を除く） がないこと

●申請方法

　 産業支援課及び各窓口センターに備え付けの申請書に 

　 必要事項を記入し、必要書類を添えて、郵送してください。

1 億円

③子育て応援商品券事業
　 新型コロナウイルス感染症が生活にもたらす影響の長期化が見込まれることから、 国の特別定額給付金の基準

日以降の令和 2 年 4 月 28 日から令和 3 年 4 月 27 日の間に出生したお子さんの育児に係る生活支援を目的と

して、テイクアウトやデリバリーによる飲食物の購入や育児用品などが購入できる子育て応援商品券を交付します。

2,840 万円

5 万円分の

「子育て応援商品券」 を支給

4 月 28 日～令和 3 年 4 月 27 日に

出生したお子さんの保護者が対象

取扱店募集中

〔8月7日（金）まで〕

●対象者

　 令和 2 年 4 月 28 日から令和 3 年 4 月 27 日の間に出生し、

　 初めての住民登録を本市で行った乳児と同居し、 養育し     

   ている保護者

※該当者には、 改めて案内文や申請書をお渡しします

●使用期限

　 出生日から 6 か月間。 ただし、 令和 2 年 4 月 28 日以降

　 から事業開始までに出生している乳児は、

　 事業開始日から 6 か月間

●事業開始日

　 8 月 20 日 （木） から （予定）

●対象商品

　 ・ テイクアウトやデリバリーにより提供される飲食物

   ・ 乳児用紙おむつ、 おしりふき、 粉ミルク、 ベビーカー、

     チャイルドシート、 乳児用衣類など

●取扱店

 　「子育て応援商品券」 取扱店を、 8 月 7 日 （金） ま で

   募集しています。 詳しくは、 お問い合わせください。

　 なお、取扱店については、8 月 17 日 （月） ごろに決定し、

　 市ホームページでお知らせします。

●問い合わせ先

 　こども課　28-6027

④避難所における
　新型コロナウイルス感染症対策関連備蓄・資材費

　 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、 今後発生することが予想される災害に備え、 避難所

で必要となるマスクや消毒液、 生活スペースを仕切るパーティション （間仕切り） など、 感染症対策に

関連する資機材を備蓄します。

1,000 万円

●主な感染症対策関連備蓄品 （避難所用）

　 ・ マスク、 フェイスシールド　 ・ 使い捨てゴム手袋 （消毒用）

　 ・ アルコール消毒液　      　 ・ 非接触型体温計

　 ・ パーティション、 段ボールベッド　など

●問い合わせ先

　 防災まちづくり推進課　28-6934

支援紹介四国中央市独自の
新型コロナウイルス対策
①飲食業者等激励給付金事業　②水道料金減額事業　③子育て応援商品券事業　④避難所における感染症対策関連備蓄

新型コロナウイルス感染症に関する情報

　そのほかの新型コロナウイルス感染

症に関する情報や各種支援策などは、

市ホームページ （QR コード） にまとめ

ていますので、 ご覧ください。

②水道料金減額事業（事業者支援）
 　新型コロナウイルス感染症の影響により経営が悪化した市内中小企業者の経済的な負担を軽減し、

経済活動を支援するため、 市内の事業所 ・ 店舗などで使用している水道料金を減額します。

水道料金を

3 か月分 50％減額

（4月～6月請求分）

「四国中央市中小企業経営継続支援金」

の交付決定を受けた事業者が対象

申請期限は、

12 月 25 日 （金） まで

（持参・郵送にて申請受付中）

●事業内容

　 「四国中央市中小企業経営継続支援金」 の交付決定  

　 を受けた事業者を対象に、 市内の事業所、 店舗など

　 で使用した水道料金 （基本料金＋超過料金） の 3 か

　 月分 （4 月～ 6 月請求分） を 50％減額します。

●減額方法

　 減額相当額を指定の金融機関口座に振り込みます。

　 なお、 水道料金が未納の場合は、 正規の水道料金か

　 ら減額相当額を差し引いた金額の納入も可能とします。

●申請方法

　 水道局料金係窓口に備え付けの 「新型コロナウイルス

3,000 万円

　 感染症に伴う水道料金の減額申請書」 に必要事項を記   

   入し、 必要書類を添えて、 持参または郵送してください。

　 申請書は、 市ホームページからもダウンロードできます。

●必要書類

　 ・ 四国中央市中小企業経営継続支援金の支援金支給決         

     定通知書の写し

　 ・ 振込先金融機関口座確認書類の写し （水道料金引落

     口座以外への振り込みを希望する場合のみ）

●申請 ・ 問い合わせ先

 　給水整備課　28-6453

　 〒 799-0413　中曽根町 25

四国中央市障がい者福祉団体

連合会川之江支部と美
み む す

結会が

シトラスリボンで共同製作

（市役所市民交流棟1階に展示）

作品名 「天の川」

    申請書は、 市ホームページからもダウンロードできます。

●必要書類

   ・ 申請日時点で有効な食品衛生法による営業許可証の写     

      し、 理容師法 ・ 美容師法に基づく検査済証の写し

　 ・ 営業の実態が確認できる書類 （直近の確定申告書の写     

      しまたは市 ・ 県民税の申告書の写し）

   ・ 営業の形態が確認できる写真 （店舗外観、 内観各 1 枚）

   ・ 本人確認書類 （運転免許証など） の写し　など　　

●申請 ・ 問い合わせ先

 　産業支援課　28-6186

　 〒 799-0497　三島宮川 4 ・ 6 ・ 55



災害時の避難所では
新型コロナウイルス感染症対策が必要です！

　避難所を開設する市と避難者が協力して、 感染リスクを低減した避難所運営を行うため、

「四国中央市避難所運営マニュアル～新型コロナウイルス感染症対策編～」を作成しました。

　今後はこのマニュアルに基づき、 避難所を運営していきますので、 みなさんのご協力をお

願いします。

できる限り多くの避難所の確保により
３密（密閉・密集・密接）を回避

一人ひとりの感染防止対策（マスク、
手洗い、咳エチケットなど）の徹底

感染の疑いがある人などと
他の避難者の接触を削減

感染者が確認された際の、
市と保健所などが連携した適切な対応

市民のみなさんへの事前周知

　避難所内が避難者で密の状態にならないよう、

避難者ごとの間隔を広く確保するため、 通常より

多くの避難所を開設します。

　一人ひとりが、 マスク着用や手洗

い、 咳エチケットなどの感染防止

対策を徹底して行うことが、 感染拡

大を防ぐ基本です。 避難者の目に

つく場所にポスターなどを掲示して

周知を行います。

　発熱や咳など体調不良の人など、 感染に疑い

がある人の専用避難所 （別の施設を確保できな

い場合は 「専用スペース」） と、 その他の方の

避難所 （別の施設を確保できない場合は 「居

住スペース」） を開設 （設置） し、 両者の接触

機会を削減します。

　避難者で感染が確認された場合は、 保健所の

接触者調査に協力し、 また保健所と連携して避

難所の消毒などに速やかに対応します。

　避難とは 「難」 を 「避ける」 こと、 安全を確保

することであり、 まずは自宅の災害での危険性を

確認し、 自宅が安全な場合は自宅避難を検討

することや、 避難する際にはマスクや体温計な

どを持参することなどを広報紙や市ホームページ

などを通じてお知らせします。

1

2
3

4

5

マニュアルにおける５つのポイント！

防災まちづくり推進課　28-6934

避難所の運営に、
ご協力をお願いします

※マニュアルは市ホームページでご覧になれます▲
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そ
の
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、
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り
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る
。

文
化
財
は
静
か
に
語
る

宇摩向山古墳 1号石室内部

Seeing is believing.

an unending dialogue between the present and the past.

歴
史
と
は
何
か



銅
どうたく

鐸【上分西遺跡出土】
川之江村役

や く よ う き
用記

円
えんめんけん

面硯【大
お お こ や だ に か ま あ と

小谷谷窯跡出土】

テ
ー
マ
別
展
示

博物館からのお知らせ

ミニ銅鐸鋳造体験
ができます

 体験費用：1,500 円
 所要時間：1 時間程度

※準備の都合がありますので

希望日に体験できるか事前に

お問い合わせください 

ひ
ゃ
く
ぶ
ん
は
い
っ
け
ん
に
し
か
ず

開
館
記
念
特
別
展
示

期
間
限
定
公
開　
「
馬う

ま
ひ
ょ
う評」
銘
須す

え

き
恵
器

※ 原品は 8 月末までの限定公開です ( レプリカに変更予定）

特
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示 
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開館！
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９
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方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、

実
物
が
持
つ
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

開館時間…9 ： 00 ～ 17 ： 00 （最終入館 16 ： 30）

休館日…毎週月曜 ・祝日の翌日 ・年末年始

28-6260 （ファクス兼） 入館無料

馬具（ｆ字鏡板付轡
くつわ

）【経ヶ岡古墳出土】

涅
ね は ん ず

槃図　【五智院 所蔵】

水晶製首飾り【四ツ手山古墳出土】



　本市の水産業は、 多種多様な魚介類が捕れる瀬戸内海の燧灘を漁場とし、 瀬戸内海機

船船びき網漁業、 小型機船底びき網漁業をはじめ、 刺網、 流し網、 小型定置網、 のり養

殖などが行われています。 燧灘東部では、 ６月～９月ごろにかけて、 いりこの原料となるカ

タクチイワシを漁獲対象とする瀬戸内海機船船びき網漁業が盛んです。 カタクチイワシ漁

では、 約 400 メートルにもなる大型の網を使用し、 ２隻の船で網をひきながら、 カタクチイ

ワシの魚群を追い込んでいきます。 船団は曳
えいせん

船２隻と運搬船で構成され、 曳船でひいた網

に入った大量のカタクチイワシを、 高速の運搬船に積んで加工場まで運んでいます。 運搬

船で運ぶ際に大量の氷を使用し、 カタクチイワシの鮮度を落とすことなく加工する生産者の

努力などにより、 高品質ないりこを生産しています。 市内では、 川之江地域３統、 三島地

域４統の網元がカタクチイワシ漁を営んでおり、約 800 トン（令和元年実績）の水揚量を誇っ

ています。

　燧灘は山に囲まれた海で魚の成長に必要な栄養分が豊富です。 そこで捕れたイワシは、

おいしくて栄養価も高いので、 お子さんたちをはじめ、 全国の方々にたくさん食べてもらい、

丈夫な身体を作ってもらいたいですね。

愛媛県漁業協同組合

川之江支所運営委員長

三好　猛さん

（愛媛県信用漁業協同組

合連合会代表理事会長）

　6/12（金）、燧
ひうちなだ

灘でのカタクチイワシ漁が解禁されました。

燧灘は、瀬戸内海中央部（東西約 60 キロ、南北約 40 キロ）

の海域のことを言います。カタクチイワシ漁は主に燧灘東部

で行われており、この海域は遠浅で潮の流れが緩やかなため、

身や骨が柔らかい良質のカタクチイワシが捕れます。このカ

タクチイワシで作ったいりこは良いだしが出ることから、う

どん屋はもちろん、ラーメン店などでも本市のいりこが使用

されています。

　本市で作るいりこは「ひうち媛いりこ」という名称で商標

登録を出願中で、全国に向けて更に PR していく予定です。

　今月の特集では、そんな「ひうち媛いりこ」をご紹介します。

愛媛の農林水産物

統一キャッチフレーズ



　愛媛県漁連から入札指定商社に指定を受け

ている商社が 15 社あり、 そのとりまとめ役をさせ

てもらっています。 本日 〔6/15 （月）〕 初競りが

行われますが、燧灘のいりこはとても品質が良く、

自信をもって流通させることができます。 今年は

初日から、 例年より漁獲量が多く、 品質もとても

良い。 かなり期待できると思います。

　入札に際しては、 手板にいりこを載せて、 乾

燥具合や脂の乗り具合、 サイズが揃っているか

を見極めながら値を入れています。 「ひうち媛い

りこ」 という愛媛のいりこを全国的に展開するた

め、 生産者の方だけでなく、 我々商社も 「ひう

ち媛いりこ」 のブランド力を高めながら流通させ

ていくことが大切だと考えています。

愛媛県漁連入札指定商社組合

会長　玉井賢三さん

（株式会社大三乾物代表

取締役社長）

　燧灘のいりこは、 漁獲から茹で上げ、 乾燥までを一貫してすばやく行っているため、

大変品質が良く、 あっさりとした上品なだしが出ること、 そのまま食べてもおいしいこと

などから、 本市の特産品の一つとなっています。 このいりこが、 全国に知られる特産品

となることを願うとともに、 広くご家庭でも料理に活用していただくため 「ひうち媛いりこ」

の名称で商標登録を出願中で、 需要開拓と販売拡大に向けて取り組んでいるところで

す。

　「ひうち媛いりこ」 の名称は、 市内小中学生へのアンケート結果をもとに名付けられま

した。 お隣、香川県の伊吹のいりこが有名ですが、「ひうち媛いりこ」 も全国に自信を持っ

て出荷できるものになっていて、 これからもっと PR していきたいと考えています。

　燧灘のいりこは贈り物としても喜ばれると思いますが、 ぜひみなさんのご家庭でも、 だ

しを取ったり、 料理に使ったりと燧灘のいりこを楽しんでいただけたらと思います。 　

愛媛県漁業協同組合

三島支所運営委員長

武村　宏さん

（武村水産代表）

①大量の氷で鮮度を保ちます

⑥自動で台車にセットされ、このま

ま乾燥室に搬入し、乾燥を行います

④せいろに広げます

②ポンプでイワシを送ります ③機械で選別を行います

⑦乾燥後、箱詰めされ、競りにかけられます

～ 「ひうち媛いりこ」ができるまで ～

⑤まとめて茹で上げます



金生川に鮎のぼりが設置されました

　金生川ラバーズ（井上百代会長）により、紙のまち

資料館前の金生川に鮎のぼりが設置されました。事前

に市内幼稚園児・保育園児によるイラストや似顔絵、

メッセージなどが描かれた 120 匹の鮎のぼりは、8 月

末まで設置される予定です。

6/14

株式会社トキワ工業がマスクと
マスク取り替えシートを寄贈

　株式会社トキワ工業（北野輝美代表取締役）から、

マスクとマスク取り替えシートが寄贈されました。寄

贈いただいた取り替えシートは、同社のお茶パックの

技術を生かして製造されています。マスクなどは、市

内の幼稚園、保育園、小中学校に配布されました。

6/8第 30 回郷土の作家展

　紙のまち資料館で開催されました。和紙の手漉きの

過程で、自ら採取した植物の繊維などで色を作り、ス

ポイトなどで流し込んで作品にする「漉
す

き絵」という

手法で描かれた作品には、来館者が「描いたものと錯

覚する。迫力がすごい！」と驚きの声をあげていました。

6/7～ 7/5

　本講座は向山古墳をはじめとする金生川周辺の歴史

を改めて見直そうと金生川ラバーズ（井上百代会長）

と合同企画したもので、参加者は、講師の中勇樹さん

（文化・スポーツ振興課）の案内のもと、宝洞山 2号墳、

宝洞山 1号墳、向山古墳を徒歩で順に巡りました。

出前講座「金生川流域歴史探訪」6/28

川之江ライオンズクラブが
衛生用品を寄贈

　川之江ライオンズクラブ（古屋丈彦会長）から、感

染症予防対策として、衛生用品（アルコール製剤 200

リットル、スプレーボトル 150 本、不織布 25,000 枚）

が寄贈されました。寄贈された衛生用品は、川之江・

新宮地域の小学校 8校に配布されています。

6/29

　株式会社豊岡製作所（鈴木甚八郎代表取締役社長）

から豊岡小学校と三島南中学校に対し、グロッケン

やクラリネット、フルート、トランペットなどの楽

器類や図書、ハードルなどの教育活動用品、マスク

100,800 枚が寄贈されました。

株式会社豊岡製作所が
マスクや楽器などを寄贈7/3
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。
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出
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す
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る
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し
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。
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。

　

今
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く
な

ら
れ
た
方
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一
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取
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な
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す
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…
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仲
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く
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き
る
の
か
？
」

四国中央市長

篠 原  実

４事業者が感染症予防対策のための
機器や物品を寄贈

　西日本鑿
さくせん

泉株式会社（蟻塚昌
よしひろ

洋代表取締役）、高津紙

器株式会社（高津俊一郎代表取締役）、共同瓦斯株式

会社（篠原謙介四国中央支店所長）、カミ商事株式会

社（井川博明取締役社長）（順不同）の４事業者から

感染症予防対策のための機器や物品が寄贈されました。

7/8

　新型コロナウイルス感染症の影響で延期となってい

た、しこちゅ～ホール開館記念事業「ピアノリレーコ

ンサート」がしこちゅ～ホール（市民文化ホール）で

行われ、49 組 57 名が世界的なコンサート用ピアノ「ス

タインウェイ」で素晴らしい演奏を繰り広げました。

しこちゅ～ホール開館記念事業　
ピアノリレーコンサート7/5 お笑いライブ in しこちゅ～

　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）で行われました。

かわのをとやさんの進行で、2019 年女芸人 NO.1 決定

戦「THE W」準優勝の「はなしょー」、ハイパー M
ま っ く す

AXXX

アクション芸人「虹の黄
た そ が れ

昏」、令和のなぞかけ名人「ね

づっち」がネタを披露し、会場は笑いに包まれました。

7/5

　しこちゅ～ホールで開催されました。四国中央テレ

ビとしこちゅ～ホールが共同企画したイベントで、今

回は四国中央市民吹奏楽団のみなさんによる四季をイ

メージした曲目の演奏にあわせて、美しい四季の映像

がしこちゅ～ホールの壁面に映し出されました。

しこちゅ～ほっこりナイト7/18



ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか 内容 対象者

参加費 講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先

【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

紙のまち資料館の催し

夏休み手漉き体験特別強調月間

8/1（土）～ 8/30（日）の期間中は

毎日実施します（休館日を除く）。

13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）

9/4（金）、11（金）、18（金）、25（金）、

29（火）、10/9（金）　※全６回

10：00 ～ 11：30

市役所市民交流棟 2階　会議室

国際交流員とテキストを使って英
語の基礎を楽しく学びませんか！
初心者
16 名　※最少催行人数 5名
8/20（木）まで
一般 6,000 円、会員 3,000 円
ダニエル・クルーズ（市 CIR）

　市国際交流協会　28-6014

英語教室（初級）①    要申込

※別途テキスト代 3,000 円が必要

ガイドと歩く　　要申込

四国・参勤交代の道
～新宮町霧の森界隈～

9/12（土） 10：00 ～（約 3時間）

※集合場所　霧の森第 1駐車場

秋の空気を感じながら、ガイドの案
内で「土佐街道」を歩きませんか！
小学生以上
8名（最少催行人数 2名）
9/9（水）17：00 まで
2,000 円（昼食、保険料など含む）
　市観光協会　77-5003

【開館時間】10：00～ 17：00

　72-3111

石川憲二　癒しの水彩画展

8/1（土）～ 8/17（月）

霧の森ギャラリー（新宮本店 2階）

油絵のような力強い筆致と水彩画
ならではのみずみずしい色彩で表
現された風景画を展示します。

霧の森ギャラリー展
入場無料

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6353

文化協会写真部

「土居写真部　写真展」

8/2（日）～ 8/15（土）

9：00 ～ 21：30

（初日 11：00 ～、最終日 16：00 まで）

ユーホールロビー展
入場無料

8/16（日）

【午前の部】10：30 ～（開場 10：00）

【午後の部】15：30 ～（開場 15：00）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

大ホール

第 21 回スタジオミュー
ダンスステージ発表会

キッズダンス、ヒップホップなど
1,000 円
スタジオミュー　57-1236

8/29（土）9：00 ～ 17：00

8/30（日）9：00～ 16：00

中之庄公民館

書がいざなう　入場無料

「こころのふる里」

恵書道会　24-8222

YEAH!! マジカゼ MUSIC FES 実行委
員会　090-1007-5150

しこちゅ～ホール開館 1周年記念事業

YEAH!! マジカゼ（ヤマジカゼ）

ミュージックフェス 2020

一般前売販売

8/10（月・祝）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

しこちゅ～ホール

小ホール

出演者　地元バンド多数出演

コピバン ROCK NIGHT

8/29（土 )18：00 ～（開場 17：30）

100 名（全席自由）
中学生以上1,500円（当日2,000円）

出演者　栗田敬子トリオ
ゲスト　多田誠司

JAZZ NIGHT

8/22（土 )18：30 ～（開場 18：00）

100 名（全席自由）
中学生以上2,000円（当日2,500円）

出演者　ガンジンルー、地元バンド

ROCK NIGHT

8/30（日 )15：30 ～（開場 15：00）

100 名（全席自由）
中学生以上2,000円（当日2,500円）

しこちゅ～映画観賞会

10/4（日 )

10：30 ～

（開場10：00）

14：00 ～

（開場13：30）

しこちゅ～ホール　大ホール

友の会先行販売

8/5（水）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
一般前売販売

8/12（水）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、
ユーホール（土居文化会館）、明屋書
店川之江店、ミュージックセンター
オオサカヤ、フジグラン川之江、観
音寺ハイスタッフホール、ローソン
チケット（Lコード：61398）

樹木希林最後の主演映画「あん」を
上映します
320 名（全席自由）
500 円（当日 800 円）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
59-4510

10：00 ～ 11：00

とき ところ 内容・対象

9/ 1（火）妻鳥保育園 0歳児主体

9/ 3（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

9/16（水）乳児保育所
こども村 おはなし主体

9/24（木）川之江体育館 自由遊び主体

親子ふれあいあそび
無料・要申込

　体操や手遊び、育児相談
　8/25（火）9：00 ～（定員あり）
　乳児保育所こども村　56-1310

新型コロナウイルス感染症の拡大

防止の観点から、発熱・せきなど

の症状がある方は、イベントへの

参加をお控えください。



　

■申込方法

　受講料を持参し、伊予三島運動公園体育館または川之江体育館の窓口でお申し込みください。電話予約も可能です。
電話予約の場合は、後日受講料を窓口までご持参ください。先着順ですのでお早めにお申し込みください。
※キャンセルの場合は返金できませんので、あらかじめご了承ください
※火曜日（休館日）を除き、土・日・祝日も受付可
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、日程などが変更になる場合があります

曜日 教室名 講師 対象・定員 場所 日時 受講料

月
全身を気持ちよく伸ばして

スッキリとした 1日のスタートを

かんたんストレッチ

伊藤沙妃
（スポーツ協会）

一般
30 名

川之江
体育館

8/31 ～ 12/21
10：00～ 11：00
全 15 回

4,500 円

水

テニスで汗を流しましょう

初心者
テニスサークル

井川方
まさのり

典
横内尚子

（スポーツ協会）

一般
20 名

伊予三島
運動公園
テニスコート

9/2 ～ 11/18
10：00～ 11：30
全 10 回

3,000 円

初心者向けの教室です

初級ヨガ
（午前コース）

宮本由美子
（国際ヨガ協会）

一般
35 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/2 ～ 12/23
10：30～ 12：00
全 15 回

7,500 円

初心者向けの教室です

初級ヨガ
（午後コース）

宮本由美子
（国際ヨガ協会）

一般
35 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/2 ～ 12/23
13：30～ 15：00
全 15 回

7,500 円

木

お子さま連れ OK ！

女性限定教室です

シェイプアップ教室

三好陽子
（インストラクター）

一般女性
30 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/3 ～ 12/24
(10/15・22 除く )
10：00～ 11：30
全 15 回

4,500 円

マシンの正しい使い方や個人に

合わせたメニューをプログラム

初めての筋トレ

井川方典
（スポーツ協会）

一般
10 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/17 ～ 11/26
(10/22 除く )
13：30～ 14：30
全 10 回

3,000 円

ヨガ経験者向けの教室です

中級ヨガ
宮本由美子

（国際ヨガ協会）
一般
35 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/3 ～ 12/24
13：30～ 15：00
全 17 回

8,500 円

金

高齢者や体力に自信が

ない方にもおススメ！

金曜ストレッチ

薦
せんだ

田亮志
（健康運動指導士）

一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/4 ～ 12/25
（9/18、10/23 除く）
9：00～ 10：00
全 15 回

6,000 円

汗を流して

体を引き締めましょう

ボクサ＆コアトレ

薦田亮志
（健康運動指導士）

一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/4 ～ 12/25
（9/18、10/23 除く）
10：30～ 11：30
全 15 回

6,000 円

スタイルや姿勢を良く
したい方に

金曜ヨガ

薦田亮志
（健康運動指導士）

一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/4 ～ 12/25
（9/18、10/23 除く）
13：30～ 14：30
全 15 回

6,000 円

8/12（水）8：30～受付開始 !!

スポーツ教室第 2期
問い合わせ先

市スポーツ協会事務局
（伊予三島運動公園体育館内）
28-6071（火曜日休館）

無料体験会開催　

8/21（金）　ベビー＆ママヨガ
8/27（木）　ベビーチャクラマッサージ　

※詳しくは、スポーツ協会ホームページ
（QR コード）をご覧ください　



　

敬
老
祝
い
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　　

対
象
者
へ
７
月
上
旬
に
口
座
届
出
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　

８
月
５
日
（
水
）
ま
で

　　　
　

高
齢
介
護
課　

高
齢
者
福
祉
施
策
係

　

28
・
６
０
２
４　
　

28
・
６
０
５
９

対象者 金額
80 歳

昭和 15 年生まれ
 8,000 円

米寿（数え 88 歳）

昭和 8年生まれ
 8,800 円

90 歳

昭和 5年生まれ
 9,000 円

白寿（数え 99 歳）

大正 11 年生まれ
10,000 円

100 歳以上

大正 9年以前生まれ
20,000 円

　

敬
老
会
の
中
止
の
お
知
ら
せ

　

各
地
域
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

敬
老
会
は
、
今
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
９
月
は
敬
老
月
間
と
し
て
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
お

祝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

感
染
症
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
照
ら

し
、
参
加
さ
れ
る
方
の
健
康
・
安
全
を
考
え

て
、
こ
の
よ
う
な
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

米
寿
・
90
歳
・
白
寿
・
１
０
０
歳
以
上
、

申
請
い
た
だ
い
た
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
の
ご
夫
婦
の
方
へ
の
お
祝
い
記
念
品
は
、

対
象
者
に
直
接
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

高
齢
介
護
課　

高
齢
者
福
祉
施
策
係

　

28
・
６
０
２
４　
　

28
・
６
０
５
９

お
知
ら
せ

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
日
時

…
参
加
費

…
場
所

…
講
師

…
内
容

…
ほ
か
の
情
報

…
対
象
者

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
持
参
品

…
問
い
合
わ
せ
先

…
定
員

…
Ｅ
メ
ー
ル

　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少
を

支
援
す
る
た
め
、
収
入
の
少
な
い
ひ
と
り
親

世
帯
に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

対
象
者

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
る
方

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
令
和
２

年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額

停
止
さ
れ
る
方
（
既
に
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
資
格
者
と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

だ
け
で
な
く
、
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し

て
い
れ
ば
、
公
的
年
金
等
受
給
に
よ
り
令
和

２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全

額
ま
た
は
一
部
支
給
停
止
さ
れ
た
と
推
察
さ

れ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水

準
と
な
っ
て
い
る
方

申
請
期
間

８
月
20
日
（
木
）
～
令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）

※
給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
申
請
に
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
、
通
帳
、
給
与
明
細
書
・
年
金
振

込
通
知
書
な
ど
の
収
入
額
が
確
認
で
き
る
書

類
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
が
確
認
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す

支
給
・
申
請

（
注
）
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
（
全

額
支
給
停
止
を
し
て
い
る
方
を
含
む
）
は
、

８
月
の
現
況
届
の
際
に
申
請
書
を
交
付
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
②
・
③
に
該
当
す
る
場
合
は
、
臨
時
特

別
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７

　

28
・
６
０
３
１

③の対象者

１世帯５万円（第２子以降１人につき３万円加算）

必要（注）

支給決定後速やかに

②の対象者

収入が減少した場合５万円

必要（注）

支給決定後速やかに

①の対象者

不要

（該当者には通知）

８月下旬

必要（注）

支給額

申請

支給時期

支給額

申請

支給時期

基
本
給
付

追
加
給
付

　

８
月
15
日
（
土
）
の

　

ご
み
の
収
集
は
お
休
み
で
す

　

休
業
日
に
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
通
常
ど
お
り
受
け

入
れ
し
て
い
ま
す

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５　
　

28
・
６
０
５
９



　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

　

全
国
強
調
月
間
で
す

　　

領
土
問
題
は
、
国
家
及
び
国
民
に
と
っ
て

基
本
的
な
問
題
で
あ
り
、
日
露
関
係
の
安
定

化
に
は
北
方
領
土
問
題
の
解
決
が
不
可
欠
で

す
。
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
は
長

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
進
展
が

み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

一
日
も
早
い
北
方
領
土
の
返
還
を
実
現
す

る
た
め
、
北
方
領
土
問

題
に
対
す
る
関
心
と
理

解
を
よ
り
一
層
深
め
、

全
国
的
な
北
方
領
土

返
還
運
動
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

　

総
務
調
整
課　
　
　

　

28
・
６
０
０
２

　

28
・
６
０
５
６

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

～
国
保
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

【
高
額
療
養
費
の
支
給
】

　

病
気
や
け
が
で
病
院
に
か
か
り
、
１
か
月

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
世
帯
の
限
度
額

を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
れ
ば
超
過
分
が
後
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
世
帯
に
は
、
診
療
月
か
ら
約
３
か
月
後
に
、

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
高
額
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
（
は

　

が
き
）

○
保
険
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
領
収
書

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

○
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
（
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

【「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
ご
存
知
で
す

か
？
】

　

一
つ
の
医
療
機
関
で
の
１
か
月
ご
と
の
支

払
い
が
、
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
が
わ
か
る

場
合
（
入
院
と
外
来
は
別
計
算
）、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
高

額
療
養
費
分
は
国
保
か
ら
直
接
医
療
機
関
に

支
払
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適

用
を
受
け
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
し
、

交
付
さ
れ
た
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
に
つ
い
て
は
、
課
税
世
帯
の
現
役
並
み

所
得
者
（
Ⅰ
、
Ⅱ
）
と
非
課
税
世
帯
の
み
認

定
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
国
保
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
利
用
で

き
ま
せ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

○
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

　

な
ど
）

○
委
任
状
（
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
を
す
る

　

場
合
）

○
医
療
費
領
収
書
（
非
課
税
世
帯
で
過
去
１

　

年
間
に
91
日
以
上
入
院
さ
れ
た
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
（
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
最
近
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や

確
定
申
告
に
よ
り
住
民
税
が
非
課
税
と
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
別
途
書
類
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
開
始
日
　
８
月
３
日
（
月
）
～

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０　
　

28
・
６
０
５
８

　

高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
市
場
価
格
が
低

落
す
る
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
野
菜
・
花
き
・

果
樹
・
茶
な
ど
の
高
収
益
作
物
に
つ
い
て
、

次
期
作
に
前
向
き
に
取
り
組
む
生
産
者
を
支

援
し
ま
す
。

　

種
苗
な
ど
の
資
材
購
入
や
機
械
レ
ン
タ
ル

な
ど
の
支
援
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
５
万
円
ほ

か
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

28
・
６
１
２
６

　

「
土
居
の
い
も
た
き
」

　

中
止
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
恒
例
の
「
土
居
の
い
も
た
き
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
今
年
は
中
止
し
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

土
居
の
い
も
た
き
運
営
委
員
会

　

74
・
８
８
２
５　

北海道

国
くなしり

後島

択
えとろふ

捉島

歯
はぼまい

舞群島

色
しこたん

丹島

北方四島

　

市
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

11
月
27
日
に
任
期
満
了
と
な
る
市
議
会
議

員
選
挙
が
、
左
記
の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

選
挙
期
日

　
11
月
15
日
（
日
）

告
示
の
日　

11
月
８
日
（
日
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

10
月
7
日
（
水
）
13
時
30
分
～

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

28
・
６
０
５
１　
　

28
・
６
１
２
４



囲
内
で
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和

３
年
度
に
集
会
所
の
改
修
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
自
治
会
な
ど
で
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

10
月
30
日
（
金
）
ま
で　

注
意
事
項

○
事
前
着
工
し
た
場
合
は
、
補
助
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
改
修
事
業
な
ど
の
補
助
を
受
け
た
施
設
は
、

　

施
設
に
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
す
緊
急
の
場

　

合
を
除
き
、
当
該
年
度
以
降
、
原
則
５
年

　

間
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

長
期
的
な
改
修
計
画
を
立
て
、
日
頃
か
ら

　

の
適
切
な
維
持
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
建
物
火
災
保
険
の
加
入
状
況
を
確
認
し
、

　

加
入
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
対
象
や
補
助
率
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

28
・
６
０
５
７

　

四
国
新
幹
線
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　

四
国
で
の
新
幹
線
導
入
に
向
け
て
、
そ
の

必
要
性
や
効
果
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
17
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

※
８
月
23
日
（
日
）
は
閉
館

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

ロ
ビ
ー

　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２

　

路
線
バ
ス
の
子
ど
も
運
賃
無
料
制
度

　

せ
と
う
ち
バ
ス
で
は
、
路
線
バ
ス
ご
利
用

時
に
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
名
に
同
行

す
る
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
２
名
分
ま
で
無

料
と
す
る
「
エ
コ
と
く
キ
ッ
ズ
デ
ー
」
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
な
ど
で
、

ぜ
ひ
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
日

土
・
日
・
祝
日
、
夏
休
み
期
間
、
年
末
年
始
、

春
休
み
期
間

対
象
路
線

路
線
バ
ス
（
高
速
バ
ス
な
ど
を
除
く
）

　

せ
と
う
ち
バ
ス
川
之
江
営
業
所

　

56
・
２
９
７
５　
　

56
・
２
９
７
６

　

各
種
手
当
の
現
況
届

　

所
得
状
況
届
が
必
要
で
す

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
経

過
的
福
祉
手
当
の
対
象
者
は
、
支
給
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
年
１
回
８
月
に
現
況
届
ま

た
は
所
得
状
況
届
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出

を
し
な
い
と
８
月
分
（
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
11
月
分
）
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
の
受
け
付
け
は
８
月
中
の
予

定
で
、
受
給
資
格
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７　

　

28
・
６
０
３
１

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

28
・
６
１
７
２

　

川
之
江
福
祉
窓
口　

28
・
６
１
８
２

　

28
・
６
２
４
５

　

土
居
福
祉
窓
口　

28
・
６
３
２
１

　

28
・
６
３
９
１

　

新
宮
福
祉
窓
口　

28
・
６
４
０
３

　

28
・
６
４
０
５

　

国
民
年
金
「
付
加
保
険
料
」

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加

保
険
料
を
納
め
る
と
、
亡
く
な
る
ま
で
老
齢

基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
付
加
年
金
を
受
け
取

れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
や
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

付
加
保
険
料　

月
額
４
０
０
円

付
加
年
金
受
給
額
（
年
額
）

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

【
例
】
保
険
料
を
１
年
間
（
12
か
月
）
納
め

た
場
合
、
保
険
料
は
４
８
０
０
円
、
受
給
額

は
２
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
毎
年
受
け
取

れ
ま
す
の
で
、
２
年
間
受
け
取
る
と
支
払
っ

た
保
険
料
と
同
額
に
な
り
、
３
年
目
以
降
は

お
得
に
な
り
ま
す
。

　
○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
（
マ
イ     

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
年
金
手
帳

○
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

※
代
理
の
場
合
は
右
記
の
も
の
に
加
え
、
委

任
状
と
代
理
の
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
年
金
担
当
）

　

28
・
６
０
１
８　
　

28
・
６
１
２
８

　

集
会
所
な
ど
の
整
備
に
使
え
る

　

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す　

　　

集
会
所
な
ど
は
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密

接
に
関
係
し
て
お
り
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
で
す
。
本
市
で
は
、
集
会
所
の

新
築
、
増
築
、
改
修
な
ど
に
対
し
予
算
の
範

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
案
内

　

電
話
予
約
型
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
、

川
之
江
・
三
島
・
土
居
・
三
島
嶺
南
の
各
エ

リ
ア
で
区
域
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。

　

観
光
交
通
課
・
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
各

窓
口
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
に
備
え
付

け
て
あ
る
利
用
登
録
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２



　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　

試
験
と
受
験
講
習
の
ご
案
内

受
験
講
習　

※
希
望
者
の
み

　

９
月
29
日
（
火
）　

13
時
～
17
時

　

松
山
市
役
所
11
階　

大
会
議
室

（
松
山
市
二
番
町
４
・
７
・
２
）

　

４
５
０
０
円

試
験

　

10
月
31
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

松
山
大
学
（
松
山
市
文
京
町
４
・
２
）

　

８
月
３
日
（
月
）
～
９
月
11
日
（
金
）

　

申
込
用
紙
を
事
務
局
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

（
消
印
有
効
）

※
申
込
用
紙
は
下
水
道
課
（
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
５
階
）
で
配
布
し
ま
す

　

４
千
円

　
　

県
下
水
道
協
会
事
務
局
（
松
山
市
役
所

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
課
内
）

　

０
８
９
・
９
４
８
・
６
５
２
８

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の

　

納
付
を
お
忘
れ
な
く

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
付
書
を
８
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
忘
れ
ず
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

納
付
窓
口　

銀
行
、
農
協
、
郵
便
局
な
ど

　

県
東
予
地
方
局
課
税
課

　

０
８
９
７
・
56
・
１
３
０
０

　

０
８
９
７
・
56
・
０
７
１
６

　

「
ダ
ニ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
山
や
草
む
ら
で
活
動

す
る
機
会
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
野
山
に

生
息
す
る
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
、
重
症

熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、

日
本
紅こ

う
は
ん
ね
つ

斑
熱
、
つ
つ
が
虫
病
、
ラ
イ
ム
病
な

ど
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

○
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る

○
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
登
山
用
ス
パ
ッ
ツ
な

　

ど
を
着
用
す
る

　

地
籍
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

地
籍
調
査
事
業
と
は
、
宅
地
、
田
畑
、
山

林
な
ど
土
地
一
筆
ご
と
の
位
置
や
地
目
、
隣

地
と
の
境
界
な
ど
を
確
認
す
る
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
が
、
地
籍
簿
や
地
籍
図
と

し
て
記
録
さ
れ
、
法
務
局
に
て
法
的
に
保
護

さ
れ
ま
す
。

　

地
籍
調
査
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
や

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
土
地
所
有
者

の
皆
さ
ま
に
送
付
す
る
書
面
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
要
す
る
経
費
は
国
・
県
・
市

で
全
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
個
人
負
担
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
地
籍
調
査
を
名
乗
る
詐
欺

な
ど
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

地
籍
調
査
事
業
一
筆
地
調
査
対
象
区
域

富
郷
町
津
根
山
の
一
部
、
川
滝
町
下
山
・
領

家
の
一
部
、
金
生
町
山
田
井
の
一
部

　

国
土
調
査
課　

28
・
６
２
２
３

　

28
・
６
２
４
２

　

川
之
江
に
ぎ
わ
い
広
場
が

　

完
成
し
ま
し
た

　

ま
ち
な
か
の
憩
い
の
場
、
に
ぎ
わ
い
創
出

の
場
と
し
て
、
川
之
江
公
民
館
・
児
童
館
跡

地
及
び
栄
町
広
場
（
オ
ア
シ
ス
ト
イ
レ
）
跡

地
に
「
に
ぎ
わ
い
広
場
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
や
芝
生
の
広
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

28
・
６
１
８
９

○
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
履
く

○
明
る
い
色
の
服
を
着
る

※
上
着
や
作
業
着
は
家
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い

※
屋
外
活
動
後
は
入
浴
し
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
と
き
の
対
処
法

　

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
医
療
機
関

（
皮
膚
科
な
ど
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

四
国
中
央
保
健
所　

保
健
課

23
・
３
３
６
０　
　

28
・
１
０
４
３

　

あ
っ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

　

事
業
審
査
結
果

　

７
月
６
日
（
月
）
に
審
査
会
を
行
い
、
次

の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

団
体
名　

寺
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

事
業
名　

寺
フ
ェ
ス
in
四
国
中
央
市
Ｖ
Ｏ

Ｌ
．
２

補
助
限
度
額　

40
万
円

　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

28
・
６
０
５
７

　

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
無
害
化
処
理

　

認
定
申
請
の
縦
覧

　

環
境
省
が
告
示
し
た
、
株
式
会
社
予
州
興
業

が
川
之
江
町
４
０
１
５
・
23
に
設
置
す
る
施
設

の
当
該
申
請
に
関
わ
る
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
縦
覧
先　

生
活
環
境
課
、
四
国
中
央
保

健
所
衛
生
環
境
課

縦
覧
期
間　

８
月
６
日
（
木
）
ま
で

意
見
書
提
出
先　

中
国
四
国
地
方
環
境
事
務

所
四
国
事
務
所
（
８
月
20
日
必
着
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９

　

〒
７
９
０
・
８
５
７
１

　

松
山
市
二
番
町
４
・
７
・
２

　

０
８
９
・
９
３
４
・
１
９
８
１



　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

８
月
４
日
（
火
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

多
目
的
室
３

　

８
月
５
日
（
水
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　

講
義
室
２

　

８
月
６
日
（
木
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）
１
階　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

９
月
４
日
（
金
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

中
之
庄
公
民
館　

第
２
会
議
室

　

９
月
７
日
（
月
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

多
目
的
室
３

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　　

10
月
25
日
（
日
）

　

電
子
申
請

　

８
月
25
日
（
火
）
～
９
月
４
日
（
金
）

　

書
面
申
請

　

８
月
28
日
（
金
）
～
９
月
７
日
（
月
）

　

予
防
課
予
防
係　

28
・
６
９
３
７

　

28
・
６
６
１
４

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部　

　

０
８
９
・
９
３
２
・
８
８
０
８

　

０
８
９
・
９
３
５
・
４
４
８
４

※
受
験
願
書
は
、
各
消
防
署
で
配
布
し
て
い

ま
す

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

第
２
回
準
備
講
習
会
の
ご
案
内

　　

９
月
11
日
（
金
）
・
12
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
４
階　

会
議
室

　

乙
種
第
４
類
受
験
者

　

８
月
３
日
（
月
）
～
９
月
10
日
（
木
）

受
講
手
数
料

危
険
物
安
全
協
会
員　

６
６
０
０
円

非
協
会
員　

９
２
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代

法
令　

１
４
０
０
円

実
務　

１
４
０
０
円

問
題
集　

１
７
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

危
険
物
安
全
協
会
（
予
防
課
内
）

　

28
・
６
９
３
７　
　

28
・
６
６
１
４

　

狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

試
験
の
種
類

網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許
、
第
一
種
・
第
二

種
銃
猟
免
許

第
１
回

　

９
月
27
日
（
日
）
９
時
～

　

８
月
21
日
（
金
）
～
９
月
14
日
（
月
）　

第
２
回

　

12
月
６
日
（
日
）
９
時
～

　

11
月
６
日
（
金
）
～
11
月
24
日
（
火
）　

第
３
回

　

令
和
３
年
１
月
19
日
（
火
）
９
時
～

　

11
月
６
日
（
金
）
～
令
和
３
年
１
月
５
日

（
火
）

　

県
東
予
地
方
局
西
条
第
２
庁
舎
４
階　

大
会
議
室
（
西
条
市
丹
原
町
池
田
１
６
１
１
）

※
提
出
書
類
や
、
わ
な
猟
免
許
新
規
取
得
者

に
対
す
る
補
助
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

県
四
国
中
央
森
林
林
業
振
興
班

　

23
・
２
３
９
３　
　

23
・
２
３
０
３

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

28
・
６
１
２
６

　

子
育
て
に
関
す
る
講
習
会
（
無
料
）

　　

８
月
19
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階　

大
会
議
室

　

小
枝
ク
ラ
フ
ト
「
森
の
動
物
た
ち
を
作
ろ
う
」

　

30
名
程
度

　

薦
田
敏と

し
ろ
う良

さ
ん
（
こ
も
ち
ゃ
ん
ク
ラ
フ
ト
）

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
５
０　
　

56
・
５
４
４
７

　

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

　

令
和
２
年
度
推
進
標
語

　

ゆ
ず
り
合
い　

心
や
道
に　

咲
く
笑
顔

　

道
路
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
公
共
施
設
で
す
。
道
路
の
重
要
性
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
に

努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

建
設
課　

28
・
６
０
３
４

　

28
・
６
１
８
９

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

講
座
を
開
催
し
ま
す
（
無
料
）

　　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
そ
こ
か
ら

も
う
一
歩
進
ん
だ
知
識
を
習
得
し
、
認
知
症

の
人
と
、
そ
の
ご
家
族
を
支
え
る
一
員
と
し

て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

８
月
21
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方

　

20
名

　

８
月
14
日
（
金
）
ま
で

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

※
詳
し
く
は
、
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
QR
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い



つ
い
て
の
考
え
や
意
見
を
含
め
て
４
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

　

８
月
21
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

　

市
民
自
治
推
進
委
員
会
に
お
け
る
公
募
委

員
の
選
考
に
関
す
る
要
領
に
基
づ
き
、
公

募
委
員
選
考
会
に
よ
る
書
類
審
査
を
行
い
ま

す
。
書
類
選
考
後
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
７

　
m
a
t
i
d
u
k
u
r
i
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

　　

市
民
自
治
推
進
委
員
会
委
員
募
集

　

四
国
中
央
市
自
治
基
本
条
例
の
基
本
理
念

で
あ
る
市
民
自
治
の
確
立
と
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
審
議
す
る
、
市
民
自
治
推
進
委
員

会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

所
掌
事
務

〇
自
治
基
本
条
例
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

〇
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
整
備
さ
れ
た
制 

　

度
の
検
証
に
関
す
る
こ
と

〇
市
民
自
治
の
確
立
及
び
協
働
に
よ
る
ま
ち

　

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

〇
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

募
集
人
員　

２
名
程
度

任
期　

９
月
１
日
か
ら
２
年
間

報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件　

〇
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
及
び
市
内
で
事
業

　

を
営
み
、
ま
た
は
活
動
す
る
20
歳
以
上
の
方

〇
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

〇
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

応
募
方
法　

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
本

市
内
に
住
む
方
は
任
意
記
載
）
、
電
話
番
号
、

応
募
の
動
機
を
明
記
し
、
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
の
動
機
は
、
市
民
が
主
役

の
市
民
自
治
や
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

　　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

　

る
協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事

項
を
審
議
す
る
協
議
会
委
員
の
う
ち
、
被
保

険
者
を
代
表
す
る
委
員
に
欠
員
が
生
じ
る
た

め
、
次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

任
期　

11
月
か
ら
令
和
３
年
５
月
末
ま
で

報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件　

〇
本
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
満

　

18
歳
以
上
の
方
（
市
内
在
住
）

〇
平
日
昼
間
、
年
２
回
程
度
開
催
す
る
会
議

　

に
出
席
で
き
る
方

〇
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

〇
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

〇
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

応
募
方
法　

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
「
国
民
健
康
保
険
」
に
つ
い
て

の
考
え
や
意
見
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め

た
も
の
を
郵
便
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

　

８
月
３
日
（
月
）
～
８
月
13
日
（
木
）（
必
着
）

　

書
類
選
考
後
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
　

国
保
医
療
課　

28
・
６
０
２
０

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
７

　

k
o
k
u
h
o
n
e
n
k
i
n
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime
.jp

　

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作
品

　

（
絵
画
・
作
文
）
の
募
集

　

県
で
は
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
土
砂
災

害
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
の
絵
画
・
作
文
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容

〇
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
（
絵
画
・

　

版
画
・
貼
絵
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
。
作
品
の

　

大
き
さ
、
画
材
は
自
由
で
す
）

〇
作
文
（
小
学
校
１
～
３
年
生
は
４
０
０
字

　

詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
、
４
～
６
年
生

　

は
４
枚
程
度
、
中
学
生
は
５
枚
程
度
）

募
集
締
切

９
月
15
日
（
火
）
必
着

審
査
結
果

令
和
３
年
２
月
中
旬
（
予
定
）

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
県
砂
防
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
QR
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　
　

県
砂
防
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
３
７　

　

〒
７
９
０
・
８
５
７
０

　

松
山
市
一
番
町
４
・
４
・
２

　

０
８
９
・
９
４
１
・
５
８
８
７

募　

集

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

受
講
生
募
集
（
無
料
）

　

や
さ
し
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
て
る

傾
聴
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

９
月
３
日
～
10
月
８
日
（
毎
週
木
曜
日
・

全
６
回
）
13
時
～
15
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階

　

20
名

　

８
月
31
日
（
月
）
ま
で

　

加
地
初
美
さ
ん
（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０



　

「
お
手
軽
！
簡
単
！
子
育
て
応
援
料

　

理
」
レ
シ
ピ
大
募
集
！

　

子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
を
応
援
す
る
た
め
、

簡
単
で
手
軽
に
で
き
る
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集

し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
が
あ
っ
た
レ
シ
ピ
に

つ
い
て
は
、
内
容
を
審
査
の
う
え
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
予
定
で
す
。

募
集
内
容

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
QR
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

９
月
10
日
（
木
）
ま
で

　
　

し
こ
ち
ゅ
～
・
ほ
こ
ほ
こ
ネ
ッ
ト
事
務
局

（
こ
ど
も
課
内
）　

28
・
６
０
２
７

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
３
１

　

k
o
s
o
d
a
t
e
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.
e
h
i
m
e
.

jp

内容 日時 場所 問い合わせ先

県委託療育等支援事業
（相談・講師派遣など）

随時
（土・日曜日を除く）

支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木・ファクス兼）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558　　22-4558　　　　　            
　jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

日時 場所

8/5（水）

9/2（水）

13：30 ～

15：00

 高齢介護課

8/11（火）

13：30 ～

15：00

　土居窓口

　センター

※予約不要

※ 1人 5分程度で簡単です

相　

談

　

県
警
察
官
・
警
察
事
務
職
員
の
募
集

　

警
察
官
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

８
月
27
日
（
木
）
～
９
月
15
日
（
火
）

　
事
務
職
員
（
初
級
）

　

８
月
14
日
（
金
）
～
８
月
31
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

四
国
中
央
警
察
署

　

24
・
０
１
１
０
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）　

　

県
警
察
本
部
警
務
課 　
　

　

０
１
２
０
・
２
０
４
・
７
２
４ 

　

子
育
て
動
画
大
募
集
！
第
２
弾
！

　

子
育
て
動
画
を
ど
ん
ど
ん
募
集
し
ま
す
！

投
稿
さ
れ
た
動
画
は
公
開
す
る
予
定
で
す
！

募
集
内
容

〇
ほ
っ
こ
り
ん
の
う
た
de
ダ
ン
ス

　

（
ほ
っ
こ
り
ん
の
う
た
で
ダ
ン
ス
を
踊
っ

　

て
い
る
動
画
）

※
ダ
ン
ス
の
音
源
・
動
画
は
し

こ
ち
ゅ
～
・
ほ
こ
ほ
こ
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
QR
コ
ー
ド
）

で
公
開
し
て
い
ま
す

〇
パ
パ
の
お
も
し
ろ
動
画
（
慣
れ
な
い
育
児

　

に
奮
闘
中
の
パ
パ
の
動
画
な
ど
）

〇
か
わ
い
い
部
門
、
お
も
し
ろ
部
門
、
ペ
ッ

　

ト
大
好
き
部
門
も
、
ま
だ
ま
だ
募
集
し
て

　

い
ま
す
！
（
広
報
７
月
号
掲
載
）

応
募
方
法
（
手
順
）

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
動
画
（
１
分
程

度
）
を
撮
影

②
四
国
中
央
テ
レ
ビ
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
お
友

達
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
動
画
を
送
信

③
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
力
欄
に
投
稿
者
の
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、
投
稿

部
門
、
投
稿
タ
イ
ト
ル
を
入
力

　

９
月
10
日
（
木
）
ま
で

　

参
加
賞
（
投
稿
１
部
門
に
つ
き
１
作
品
）

及
び
優
秀
作
品
に
は
優
秀
賞
と
し
て
賞
状
と

賞
品
を
贈
呈

※
投
稿
い
た
だ
く
前
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
QR
コ
ー
ド
）
を
必

ず
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
　

し
こ
ち
ゅ
～
・
ほ
こ
ほ
こ
ネ
ッ
ト
事
務
局

（
こ
ど
も
課
内
）　

28
・
６
０
２
７

　

28
・
６
０
３
１

四
国
中
央
テ
レ
ビ
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ



　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
災
害
に

便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害

が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
方
の
住
宅
の
修
理
工
事
な
ど
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
か
、
義
援
金
な
ど
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例

○
「
屋
根
が
壊
れ
て
い
る
の
で
早
急
に
修

　

理
し
な
い
と
、
と
て
も
危
険
だ
」
と
契

　

約
を
急
が
さ
れ
、
高
額
な
契
約
を
し
て

　

し
ま
っ
た
。

○
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
「
壊
れ
た
家
屋

　

の
修
理
工
事
を
全
額
火
災
保
険
の
保
険

　

金
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ

　

た
の
で
契
約
を
し
た
が
保
険
金
は
出
な

　

か
っ
た
。

○
公
的
機
関
名
を
名
乗
り
義
援
金
を
募
っ

　

て
い
る
と
電
話
が
あ
っ
た
が
信
用
し
て

　

も
よ
い
か
。

ひ
と
こ
と
助
言

○
家
屋
の
修
理
は
契
約
を
急
が
さ
れ
て
も

　

す
ぐ
に
決
め
ず
、
複
数
の
業
者
か
ら
見

　

積
も
り
を
取
っ
て
家
族
な
ど
周
囲
の
人

　

と
相
談
し
て
か
ら
慎
重
に
契
約
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
「
保
険
金
申
請
の
手
続
き
代
行
か
ら
工

　

事
ま
で
を
セ
ッ
ト
で
請
け
負
う
」
な
ど

　

と
言
っ
て
工
事
を
勧
誘
し
て
き
ま
す
が
、

　

請
求
し
て
も
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ず
、

　

工
事
費
が
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
自
然
災
害
で
住
宅
が
損
害
を

　

受
け
た
と
き
は
、
保
険
の
対
象
と
な
る

　

の
か
ど
う
か
損
害
保
険
会
社
や
代
理
店

　

な
ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
公
的
機
関
が
電
話
な
ど
で
義
援
金
を
求

　

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寄
付
す
る

　

場
合
は
、
募
っ
て
い
る
団
体
な
ど
の
活

　

動
状
況
や
使
途
を
よ
く
確
認
す
る
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場

　

合
は
、
左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

困
っ
た
時
は
、
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課

　

28
・
６
１
４
３

28
・
６
１
４
９

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８　

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
は
ご
注
意
を
！

　
　

童
福
祉
法
が
令
和
元
年
６
月
に
可
決
、
成
立

し
、
今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
』

　

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
い
じ
め
や
体
罰
、
家
庭

内
で
の
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

関
す
る
専
門
相
談
電
話
を
、
平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
に
電
話
を
か
け
る

と
、
法
務
局
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
人
権

に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
８
月
28
日

(

金)

～
９
月
３
日（
木
）は
、『
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
』
と
し

て
、
平
日
は
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で
、
土

曜
・
日
曜
に
は
10
時
か
ら
17
時
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
 

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　

※
無
料

　

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０
（
全
国
共
通
）

 
 

松
山
地
方
法
務
局
四
国
中
央
支
局　

　

23
・
２
４
０
７　
　

23
・
２
４
９
６

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゆ
る
や
か
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
」
生
徒
募
集

（
無
料
）

　

８
月
６
日
（
木
）・
20
日
（
木
）

10
時
～
12
時
（
毎
月
３
回
程
度
・
木
曜
日
）

　

リ
ズ
ム
運
動
、
健
康
維
持
運
動
な
ど

　

ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト
、
上
履
き

　

塩
入
久
恵
さ
ん
（
愛
媛
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
連
盟
事
務
局
長
）

　
　
　

土
居
隣
保
館

　

28
・
６
３
５
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

じ
ん
け
ん
広
場

こ
ど
も
の
人
権

 

い
じ
め
や
体
罰
を
理
由
に
児
童
・
生
徒
が

自
殺
、
保
護
者
の
養
育
放
棄
で
乳
幼
児
が
衰

弱
死
、
保
護
者
の
虐
待
に
よ
っ
て
、
児
童
や

乳
幼
児
が
死
に
至
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
痛

ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
健
や
か
に
、

自
分
ら
し
く
成
長
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
差
別
や
虐
待
な
ど
か

ら
、
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

い
じ
め

　

最
近
の
子
ど
も
の
い
じ
め
は
、
多
様
化
が

進
み
、
情
報
通
信
機
器
の
介
在
に
よ
り
、
い

じ
め
が
一
層
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
実
態

が
見
ら
れ
ま
す
。
「
い
じ
め
」
が
生
じ
る
原

因
や
背
景
に
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
学

校
、
家
庭
や
社
会
環
境
な
ど
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
根
底
に

は
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
い
た
わ
り

と
い
っ
た
人
権
尊
重
意
識
の
希
薄
さ
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
「
違
い
」
を
「
個

性
」
と
し
て
尊
重
で
き
る
人
権
意
識
を
養
う

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

児
童
虐
待

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
内
に
お
け
る
し
つ
け

と
は
明
確
に
異
な
り
、
保
護
者
の
権
利
と
し

て
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
児
童
の

心
身
の
成
長
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
早
期
に
発
見
し
対
応
す
る
こ
と
が
課

題
と
な
り
ま
す
。
児
童
虐
待
の
解
決
に
向
け

て
は
「
親
権
者
な
ど
に
よ
る
体
罰
の
禁
止
」

と
「
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
」
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
改
正
児
童
虐
待
防
止
法
と
改
正
児



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：00 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 8/ 4（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 8/11（火）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 8/18（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 8/20（木）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 8/26（水）13：30 ～ 15：30  土居窓口センター 1階

 9/ 1（火） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 9/10（木）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：00までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 8/ 5（水）  9：00 ～ 12：00  市役所1階　102会議室
 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 8/12（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 9/ 4（金）  9：00 ～ 12：00  市役所1階　102会議室

 9/ 9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 人権相談

 8/ 3（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階  人権施策課
28-6073
28-6057

 8/11（火） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階

 9/23（水） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局

 23-2407   23-2496

 年金出張相談　※要予約

 8/ 6 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
 新居浜
 年金事務所
 0897-35-1445

 8/20（木）10：00 ～ 14：30 受付

 9/ 3 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

 8/ 3 （月）10：00 ～ 12：00  市民交流棟 1階　多目的室 2

 総務調整課  
28-6002
28-6056

 8/11 （火） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 8/17（月） 9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 8/17（月）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 3階

 8/24 （月）10：00 ～ 12：00  市役所 1階　201 会議室

 9/ 7 （月） 10：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 9/10 （木） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 8/ 4（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし 
 の相談課

28-6143

28-6149

 8/11（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 8/13（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 3階

 8/27（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 3階

 9/ 1（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 9/ 8（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 9/10（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15
 市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター

 089-932-1893    089-932-8930

８月の相談日程

無料特許・商標相談（予約制）

　9/7（月）13：00 ～ 16：00

　四国中央商工会議所

　（金生町下分 789-1）

　相談日の 5日前までに電話予約

　　四国中央商工会議所

　特許相談係　58-3530

　58-6294

不動産無料相談（予約制）
　8/13（木）13：00 ～ 17：00

　宇摩建設会館 3階（三島宮川）

　相談日前日までの 13 時～ 17 時

に電話予約（土・日曜日を除く）

　　愛媛県宅地建物取引業協会

　四国中央地区連絡協議会

　24-2235　　　24-2236

東予若者サポートステーション

出張相談（無料・要予約）

　8/3（月）・8/17（月）

　13：00 ～ 17：00

　ハローワーク四国中央 1階　

相談室

　就職にお悩みの 15 歳～ 49 歳の方

またはその保護者

　一人 1時間の相談で 1日 4名まで

　　東予若者サポートステーション

　0897-32-2181　　0897-32-2182

　（新居浜市繁本町 8-65）

今月の納期
市県民税　2期分

国民健康保険料　2期分

後期高齢者医療保険料　2期分

介護保険料　2期分

保育所・認定こども園使用料 8 月分

放課後児童クラブ負担金　8月分

市営住宅使用料　8月分

市営住宅駐車場使用料　8月分

※納期限　8月 31 日（月）

水道料金　7月分

下水道使用料　7月分

※納期限　8月 11 日（火）

認知症の語らい（無料）
　8/21（金）13：30 ～ 15：00

（原則毎月第３金曜日に開催）

　中之庄公民館　会議室２

　参加者同士の交流・情報交換、

医療・福祉職による勉強会など

　認知症の人と家族の会愛媛県支部

　080-3740-0697（大澤）



　
昨
年
に
引
き
続
き
、
丸
善
商
事
株
式

会
社
（
石
川
義
浩
代
表
取
締
役
社
長
・

川
之
江
町
）
か
ら
、
古
紙
回
収
事
業
の

一
環
と
し
て
、
川
之
江
図
書
館
・
三
島

図
書
館
・
土
居
図
書
館
・
お
や
こ
図
書

館
に
図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
児
童
書
を
中
心
に
選
ば
れ
た

１
４
５
冊
の
図
書
に
は
「
子
ど
も
た
ち

の
読
書
活
動
の
推
進
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

丸
善
商
事
株
式
会
社
か
ら

図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

８月の休館日

川之江・三島図書館
毎週月曜日・
28（金）

土居図書館
毎週月曜日・
11（火）・28（金）
　
おやこ図書館
毎週月曜日・
30（日）

イ
ベ
ン
ト
情
報

川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354

おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

川
之
江
図
書
館

い
き
い
き
シ
ニ
ア
講
座
「
地
域
で
貯
筋
体
操

～
椅
子
を
使
っ
て
筋
力
ア
ッ
プ
～
」

　

８
月
26
日
（
水
）
10
時
～
11
時

　

20
名　

※
要
申
し
込
み

　

８
月
11
日
（
火
）
10
時
～

映
画
会
（
一
般
向
け
）　

※
無
料

　

８
月
20
日
（
木
）

　

一
回
目　

10
時
～
11
時
55
分

　

二
回
目　

14
時
～
15
時
55
分

　

「
紙
屋
悦
子
の
青
春
」
（
邦
画
）

　

各
回
20
名　

※
要
申
し
込
み

　

８
月
11
日
（
火
）
10
時
～

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

８
月
29
日
（
土
）
・
30
日
（
日
）
９
時
～

三
島
図
書
館

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
市　

※
図
書
館
は
休
館

　

８
月
28
日
（
金
）
９
時
～
14
時

土
居
図
書
館

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

８
月
15
日
（
土
）
16
日
（
日
）
９
時
～
17
時

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）

　

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ー
ト

そ
の
ほ
か
の
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
は
な
し

会
の
日
程
な
ど
は
、
紙
の
ま
ち
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
図
書
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

子育ておしゃべり館に遊びに来ませんか！
8/18（火）10：00 ～ 11：30
（原則毎月第 3火曜日に開催。途中参加もできます）
　ジャンボしゃぼん玉遊び、専属の保育士によるお話会
など
　未就園児と保護者

天満公民館 28-6360

お
は
な
し
会

場

川
之
江
図
書
館

ち
っ
ち
ゃ
な
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

　

８
月
12
日
（
水
）
10
時
～
10
時
30
分

え
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
（
幼
児
～
小
学
生
）

　

９
月
５
日
（
土
）
14
時
～
15
時

ち
っ
ち
ゃ
な
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

　

９
月
９
日
（
水
）
10
時
～
10
時
30
分

三
島
図
書
館

お
は
な
し
お
さ
ん
ぽ
（
乳
児
～
小
学
校
低
学
年
）

　

８
月
22
日
（
土
）
14
時
～

き
ん
こ
ん
か
ん
の
お
は
な
し
か
み
し
ば
い

（
幼
児
～
小
学
３
年
生
）

　

９
月
５
日
（
土
）
14
時
30
分
～

土
居
図
書
館

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　

８
月
12
日
（
水
）
10
時
～

お
は
な
し
き
ら
き
ら
（
乳
幼
児
～
）

　

８
月
19
日
（
水
）
10
時
30
分
～

※各図書館・公民館のイベントについては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、日程

などが変更になる場合があります。開催状況などについては市ホームページなどでご確認ください



♪離乳食セミナー（予約制・無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　8/21（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合は、おんぶひもをご持参ください
■定員　10 名程度
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプ
　　　　　ロン、三角巾、手拭きタオル
■申込期限　8/17（月）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや相談したいことはありませんか？
■とき　8/5（水）、9/2（水）9：00 ～ 11：00
■内容　健康相談、血圧測定、体脂肪測定、血管年齢測定、
　　　　唾液ストレスチェックなど
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪からだとこころの健康相談
　（予約制・無料）

　

■とき　9/29（火）10：00 ～
　　　　9/30（水）　9：00 ～
■ところ　HITO 病院 3階　大会議室 2
■内容　重度障がい者などに対する喀

かくたん

痰吸引及び経
　　　　管栄養に関する研修
■対象　訪問系サービス事業所の介護職員のうち、
　　　　特定の重度障がい者などに喀

かくたん

痰吸引などを
　　　　実施しようとする方
■定員　10 名程度
■募集期間　8/11（火）～ 8/28（金）
■費用　3万円（市の補助制度があります）
■問い合わせ先

　申し込み方法など　HITO 病院　看護部管理室　
　58-2222（代表）
　補助制度について　生活福祉課　28-6023

医療的ケア推進事業喀
かくたん

痰吸引等研修

（基本・実地）

　健康に関する知って得する情報をお伝えします！
■とき　8/25（火）13：30 ～ 14：30
　　　　（全 5回のうちの 1回目です）
■内容　「教えて！歯医者さん！歯周病ってどんな病気？」
■定員　30 名程度（参加された方に粗品プレゼント）
■講師　新田和敏さん（新田歯科医院）
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪知っ得！ゼミ　受講生大募集
　（予約制・無料）

♪育児相談・妊婦相談（無料）

日　時 場　所
8/27（木）13：30 ～ 15：00 保健センター

9/11（金）10：00 ～ 11：30 土居こども館

9/24（木）13：30 ～ 15：00 保健センター

※感染防止対策の徹底にご協力をお願いします
※上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時
行っておりますのでお気軽にご相談ください
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

麻しん（はしか）風しん
混合（MR）予防接種を受けましょう！

　お子さんが生まれたときにお渡しした育児ノート
に接種券が入っていますので、ご確認ください。
　転入などにより接種券がない方は、母子健康手帳
を持って、保健センターまたは保健推進課川之江・
土居窓口へお越しください。
■対象者

○第 1期：1歳児
　接種期限：2歳の誕生日前日まで
○第 2 期：平成 26 年 4 月 2 日～平成 27 年 4 月 1 日
　　　　　生まれのお子さん
　接種期限：令和 3年 3月 31 日まで
■接種場所　委託医療機関（市ホームページに掲載）
※委託医療機関は変更になる場合があります
※県外での接種をご希望の方は、事前に申請が必要
ですので、保健センターへお問い合わせください
■費用　無料
※期限を過ぎると全額自己負担になります
■持参品　予診票、接種券、母子健康手帳
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

【保護者のみなさんへ】
夏休みの間に予防注射を！

　夏休みは予防接種を受ける良い機会です。母子健
康手帳を確認して、まだ受けていない定期予防接種
がある場合は、かかりつけの医療機関で早めに受け
ましょう。
■問い合わせ先　保健センター　28-6054



休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

8/2 芝医院
56-4811（妻鳥町）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

8/9 井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700 （金生町山田井）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川町）

8/10 川上こどもｸﾘﾆｯｸ
57-1155 （金生町山田井）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川町）

8/16 福田医院
23-2188（下柏町）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

8/23 松岡整形外科
58-5455（川之江町）

中央ｸﾘﾆｯｸ
23-7808（三島中央）

8/30 岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥町）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄町）

9/6 豊永医院
56-3037（金田町金川）

相引医院
74-3127（土居町入野）

急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談
089-913-2777 または ＃8000（携帯・プッシュ回線）
医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）
【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　  （日曜日・祝日は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

お住まい
（地域）

4 か月児健診 1歳 6か月児健診 3歳児健診

Ｒ2年3月生 Ｒ2年4月生 Ｈ31年1月生 Ｈ31年2月生 Ｈ29年7月生 Ｈ29年8月生

川之江
新宮 8/5（水）

12：45 ～ 13：30
9/2（水）

12：45 ～ 13：30

8/20（木）
12：45 ～ 13：30

9/10（木）
12：45 ～ 13：30

8/6（木）
12：45 ～ 13：30

9/3（木）
12：45 ～ 13：30

川之江ふれあい交流センター

三島
8/19（水）

12：45 ～ 13：30
9/9（水）

12：45 ～ 13：30
8/26（水）

12：45 ～ 13：30
9/16（水）

12：45 ～ 13：30保健センター

土居

8/7（金）
13：00 ～ 13：45

ユーホール（土居文化会館）1階
※会場を変更していますので、ご注意ください

保健センター

乳幼児健診～子どもの健やかな発育のために～

保健センターで受診できない土居地域の方は、ユーホール（土居
文化会館）1階（会場を変更しています）で行われる 1歳 6か月児・
3歳児健診にお越しください。
とき：9/11（金）12：45 ～ 13：45

※ 8月及び 9月の健診対象者は、受付時間などを個別に通知しますので、ご確認のうえ来所してください
※川之江・新宮地域の4か月児健診の場所が変わりましたのでご注意ください

※乳幼児健診の受付時間が変わりました（土居地域を除く）のでご注意ください

※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
●頭囲を測定しますので、健診当日お子さんの髪を留める場合は耳より上で留めないでください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので、歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。

保健センター 28-6054　　保健推進課川之江窓口 28-6214　　保健推進課土居窓口 28-6350

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ
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次号

　9/1（火）必着（応募多数の場合は抽選）
　総務調整課に備え付けの申込用紙に必要事項を記入の
うえ、お子さまの写真または写真データを収録した CD・
DVD とともに提出してください。
※申込用紙はホームページからダウンロードできます
　　総務調整課 広報広聴係　28-6158
　799-0497　三島宮川 4-6-55

詳しくはこちら▶

10 月に満 1・2歳の誕生日を迎えるお子さま募集！ 

●2

●3

鈴木　蘭
らん

ちゃん（土居町中村）
平成 30 年 8 月 1 日
これからも笑顔いっぱい見
せてね♡大好き

●1

●2

●3

松本悠
は る き

生くん（中曽根町）
平成 30 年 8 月 24 日
ニコニコ笑顔の悠生くん★
み～んな大好き♡

●1

●2

●3

岸　奏
そ う た

汰くん（土居町天満）
平成 30 年 8 月 4 日
そうちゃん大好き♡
どんどん大きくな～れ♪

●1

●2

●3

鍋島琉
りゅうせい

晟くん（下柏町）
平成 30 年 8 月 29 日
いっぱい食べて遊んで大き
くなってね☆

●1

　6/15（月）、川之江信用金庫（日浦博基理事長）
から、教育委員会へ寄付金の贈呈がありました。
今回の寄付金は、川之江信用金庫が「SDG ｓ（持続
可能な開発目標）」に賛同、その取り組みの一環と
して、市内中学校の部活動や市総合体育大会の運
営などに役立てて欲しいとの趣旨のもと、70 万円
の寄付金が贈られました。

川之江信用金庫が寄付金を贈呈

　6/24（水）、宇摩歯科医師会（野村信治会長）から、
ひとり親家庭への支援に役立てて欲しいと歯ブラ
シ 300 本が寄贈されました。野村会長は「歯みが
きを通して親子でスキンシップを取りながら、虫
歯の予防をして欲しい」と話しました。歯ブラシは、

「歯の正しい磨き方」の説明書と一緒に、ひとり親
家庭の就学前の子どもたちに配布されます。

宇摩歯科医師会が歯ブラシを寄贈

●2

●3

加地　碧
あおい

ちゃん（土居町津根）
平成 30 年 8 月 6 日
碧 2歳おめでとう。すくす
く育ってね。

●1

●2

●3

村上　葵
あおい

ちゃん（中之庄町）
平成 30 年 8 月 3 日
2 歳おめでとう！たくさん
食べて大きくなってね。

●1

●2

●3

北田桜
さ ら な

來菜ちゃん（土居町天満）
令和元年 8月 23 日
私たちの子どもに生まれて
きてくれてありがとう♡

●1

●2

●3

本田　菫
すみれ

ちゃん（金生町下分）
令和元年 8月 13 日
笑顔いっぱい元気に大きく
なーれ♪

●1

● おなまえ（町名）　

● 生年月日

● 家族からのメッセージ

1

2

3

平成 30 年・令和元年

8月生まれ

●2

●3

宇田一
い ち か

禾ちゃん（寒川町）
平成 30 年 8 月 27 日
2 歳おめでとう！かわいい
笑顔いっぱい見せてね！

●1



2020.8.1 NO.652020.8.1 NO.65

　　令和 2年第 2回定例会は、去る 6月 9日から 6月

26 日までの 18 日間の会期で開かれました。

　今定例会には、市長提出議案 24 件、意見書 1件

が上程されました。

主な内容主な内容
①  議会活動について ･･････････････P35 ～ P34
② ② 一般質問  ･･････････････････････････････P33 ～ P30
③ ③ 議決結果一覧  議決結果一覧  ･･････････････････････P29
④ 委員会の審査概要  委員会の審査概要  ･･････････････P28 ～ P27

※ 36 ページから 27 ページまでが議会だよりとなっています

早稲田大学マニフェスト研究所による議会改革度

調査 2019 ランキングが公表され、全国 1,788 議

会に対する調査の結果、全国ランキングで本議会

が四国トップとなる 55 位となりました。

成立した主な予算内容（予算額）成立した主な予算内容（予算額）

飲食業者等激励給付金飲食業者等激励給付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1億円）（1億円）

水道料金減額事業水道料金減額事業（事業者支援）　　　 　　　　（事業者支援）　　　 　　　　（3,000万円）（3,000万円）

子育て応援商品券事業子育て応援商品券事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2,840万円）（2,840万円）

感染予防及び拡大防止のための必要物資対策　　感染予防及び拡大防止のための必要物資対策　　（1,000万円）（1,000万円）

新型コロナウイルス感染症対策要望書提出新型コロナウイルス感染症対策要望書提出

議会改革調査特別委員会議会改革調査特別委員会

議会改革度ランキング四国トップ！議会改革度ランキング四国トップ！！！



新型コロナウイルス感染症対策を市長に要望新型コロナウイルス感染症対策を市長に要望

～議会活動～～議会活動～

　6 月 12 日に新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を市長に提出した結果、

6月 26 日に要望どおり追加支援事業として予算成立しました。

　要望は主に新型コロナウイルス感染症により、影響を受けた事業者への支援などが

盛り込まれています。要望内容及び予算成立した追加支援事業内容は下記のとおりで

す。

【要望内容】

１．特に売り上げが減少した小規模事業者を対象とした支援金を給付すること

２．売り上げの減少によって営業に支障がある事業者を対象とした、業務用水道料金

　　を減免すること

３．災害時に安全な避難所運営をするため、感染症の拡大防止策を講じると共に、マ

　　スクなどの衛生用品を備蓄すること

４．特別定額給付金を受けることのできない子どもたちへ十分な支援を講じること

５．新型コロナウイルス感染症対策を実施するうえで、議会の意見も踏まえて、地域

　　の実情に応じた市独自の事業を積極的に行うこと

【予算成立した主な支援事業の内容】

〇飲食業者等激励給付金（１億円）

　事業内容　飲食業者（約 500 事業者）、美容業者・理容業者（約 400 事業者）に対し、

　　　　　　１事業者当たり 10 万円の激励給付金を支給します。

〇水道料金減額事業（事業者支援）（3,000 万円）

　事業内容　「四国中央市中小企業経営継続支援金」の交付決定を受けた事業者を対象に、

　　　　　　市内の事務所、店舗などで使用した水道料金の 3か月分（4月請求分か

　　　　　　ら 6月請求分まで）を 50％減額します。

〇子育て応援商品券事業（2,840 万円）

　事業内容　市内に住所を有し、令和 2年 4月 28 日から令和 3年 4月 27 日に生まれ

　　　　　　たお子さんを対象に、5万円分の「子育て応援商品券」を支給します。

〇感染予防及び拡大防止のための必要物資対策（1,000 万円）

　事業内容　避難所における新型コロナウイルス感染症対策関連備蓄・資材費
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　この調査は、情報共有・住民参画・機能強化の 3 つの観点から制度や実績について評価、順
位付けされたものです。
　市民にわかりやすい・開かれた・信頼される議会を目指し 2018 年度に議会基本条例を制定し
ました。以降、取り組みを推進し、政策提言、主要事業評価、ホームページでの議案書、行政
視察報告書などの公開並びに地域政治への関心向上を目的とした県内初の試みとなった女性議
会の開催、議員間討論のケーブルテレビ放送を実施しました。また、大規模災害に備えた議会
ＢＣＰ（業務継続計画）策定とタブレット端末などＩＣＴ（情報通信技術）を活用した対応訓
練を実施しました。県内では、西条市議会 162 位、内子町議会 215 位、伊予市議会 257 位、県
議会 282 位となっています。
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◆新型コロナウイルス感染症対策について

　　　コロナ禍で影響を受けている市内事業者に対する緊急経営支援策の実施状況について伺う。教育委   

　　　員会では、市内小中学校の休業中、児童生徒にどのような家庭学習を課したか。また、今後学校で

　　　の持続的な新型コロナウイルス感染防止対策をどのように実施していくか。

　　　副市長・教育指導部長・学校教育課長
　緊急経営支援策の実施状況は、6 月 12 日現在で、中小企業経営安定化資金の融資件数
124 件、融資総額 7 億 6,150 万円、利子補給及び保証料補給については、利子補給 379 件、
補給額約 1,480 万円、保証料補給 124 件、補給額約 1,990 万円である。また、本市独自の
支援制度である経営継続支援金は受理件数 118 件、申請額約 7,600 万円である。臨時休業
中の児童生徒の家庭学習については、1 週間単位で 1 時間ごとの学習内容を示した日課表
を配布すると共に、文部科学省などのオンラインコンテンツを学校ホームページなどで紹
介し、新たな学習形態の一つとして活用した。
　学校での感染防止対策としては、マスクの正しい装着や手洗いの指導、教職員による消毒・
清掃を行っている。また、授業中は最大限の間隔を取るよう座席の配置をし、教室の 2 方
向の窓を開放して換気を実施するなど 3密を避ける対策を講じている。

　　　教育管理部長
　今般の生産者の窮状に鑑み、学校給食を通して愛媛県が推進する県産水産物や牛肉などの
消費拡大緊急対策事業に協力することで、積極的に支援したいと考えており、県担当課との
協議を始めている。協議中の食材は、養殖の真鯛、鰤、スマ及び天然真鯛で通常の給食で使
用する機会が少ない高価格の食材である。提供回数は年間 13回程度の予定で、提供時期は 9
月から今年度内に毎月 2回程度で検討している。今回の県の食材提供は、国の補助により無
償で行われるが、高価格な食材であるため、今後の学校給食での活用については給食費の保
護者負担増額の影響も念頭に置き、慎重に検討したい。
　本市の学校給食では、農薬使用を抑えた安全性の高い「うまそだち」という地元産米を使
用している。学校給食におけるご飯の回数はこれまで週 3回であったが、パン給食の実施内
容の変更に伴い、今年度から週 4回に増やしている。

◆在庫食材を活用した豊かな学校給食について

　　　全国的な消費の低迷による在庫の解消を図る目的として、消費量の多い学校給食に在庫食材を提供

　　　し、消費の拡大を図る動きがある。本市の学校給食に提供予定の食材の種類、提供時期、米飯給食

　　　の拡大について問う。

その他の質問　○四国中央市の名誉市民条例の制定について

　　　　　　　○小中学校が再開する中、新型コロナウイルス感染症対策の影響について

一 般 質 問一 般 質 問 ※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

吉原　 敦 議員

　　　副市長・福祉部長・発達支援課長
　多人数部屋による感染リスクへの対策だが、密接な距離で支援を行わざるを得ない入所施
設では居室が個室であったとしても、全ての密を避けることは極めて難しいのが現状である。
ウイルスを持ち込まないために職員の私事の制限、健康チェック、利用者の外部サービスの
利用中止、家族との面会や外泊の中止、遊休施設であった新宮診療所 2階の活用など、対策
を講じている。感染が発生した場合の療養施設への搬送は、保健所の指示の下行うことにな
るため、情報共有を図りながらシミュレーションを行っている。また、支援に当たる職員の
確保、利用者への医療の確保、衛生資材や給食の確保など、国や県の通知を基に業務継続計
画を見直し、準備に努めている。保護者との対面機会の確保にオンラインを活用することの
必要性を強く認識している。環境整備や家族の理解・協力、職員の研修などの課題があるが、
活用に向けて取り組みを進めたいと考える。

◆障がい者支援施設太陽の家における感染症対策を問う

　　　これまでも、複数人部屋であることを課題としてきたが、新型コロナウイルス感染リスクが高まる

　　　中、対策は十分か。また、発生を想定した収容施設、搬送経路などのシミュレーションはできてい

　　　るか。施設利用者と家族との触れ合いが制限されているが、リモートの活用など心のケアの対策は

　　　あるか。

その他の質問　○会計年度任用職員制度について

吉田善三郎 議員

西岡 政則 議員

その他の質問　○障がい者受け入れ施設への新型コロナウイルス感染症支援対策を問う

　　　　　　　○放課後児童クラブのコロナ対策を問う



　

◆鳥獣被害対策について

　　　生産者が、苗を植え育てた野菜が荒らされると、生産意欲が減退する。その結果、耕作放棄地が増

　　　え遊休地につながる可能性も多々ある。現在の対策事業に加えて、モンキードッグの取り組みを考

　　　えてはどうか。

　　　経済部長
　モンキードッグの効果については、長期的な検証が必要であり、今後も注視していきたい
と考える。有害鳥獣被害対策については、動物が群れとなって行動している以上、人間も地
域が一体となって対策に取り組むことが重要である。モンキードッグによる追い払い活動は、
県内では松山市が導入しているが、サル出没時にはモンキードッグのみに頼らず、地域住民
が一緒になり追い払いをしている。また、野生鳥獣が人家周辺に来ている最大の要因は、動
物にとって安全な餌がそこにあるからである。地域が主体となって未収穫の果樹や生ごみを
動物の目に付くところに放置しないことや、柵で農作物を囲うなど、安全な餌を減らす努力
をすることで有害鳥獣が減少し、その周辺では捕獲効率が上がることになる。このような地
域一体となった取り組みができるよう、市としても県やその他関係機関とも協力し、啓発し
ていきたいと考える。

石川　 剛 議員

眞鍋 幹雄 議員

◆感染症対策と避難所運営について

　　　緊張感が完全に弛緩しないうちに次の時代に向けて備える事は、真に災害や感染症の被害に学ぶと

　　　いうことである。避難所のあり方や備蓄物資についても新たに計画されなければならない。この点、

　　　本市はどのように対策していくのか。

　　　総務部長、防災まちづくり推進課長
　避難所内で基本的な感染予防策である「こまめな手洗い」「マスク着用を含む咳エチケッ
ト」などの徹底や、感染症の集団発生を予防するための環境整備を行う。また、避難所開
設時の受付において健康チェックリストによる風邪の症状の確認や非接触型体温計による
検温を実施し、体調不良者には専用スペースに案内することを盛り込んだ、避難所に関わ
る全ての人員の健康管理などを含めたマニュアルを、6 月末を目途に作成している。完成
したマニュアルは市内の自主防災組織などに配布し、市ホームページで市民への周知を図
る。また、新型コロナウイルス感染症対策にも万全を期すため、マスクや消毒液、非接触
型体温計、ウェットティッシュ、ごみ袋などの衛生用品やパーティションなどの備蓄品の
購入を順次進めている。

その他の質問　○自然災害や感染症被害に備えた緊急安定化基金（仮称）の設立は

◆現在の特別定額給付金の現状と今後の取り組みを伺う

　　　新型コロナウイルス感染症の真っただ中で頑張っている皆さまに敬意と感謝の気持ちを持ち、公明

　　　党の強い要望で実現した、1人 10 万円の特別定額給付金。本市も 1日も早い支給を目指し、職員

　　　が土日返上で頑張っている。そこで、現在の給付状況と今後の取り組みを伺う。

谷内　 開 議員

　　　福祉部長
　特別定額給付金事業について、マイナンバーによるオンライン申請受付を 5月 1日から、
郵送・窓口による申請受付を 5 月 14 日から開始し、6 月 16 日現在の状況は対象 38,888 世
帯に対し、申請件数 37,092 件、申請率 95.38％、給付件数 37,035 件、給付率 95.24％である。
現在の未申請件数は 1,796 件で、単身世帯の割合が約 6 割となっている。未申請者には居
住地移転、施設入所、1人暮らしの高齢者、認知症や障がいのある方や申請が難しい方など、
さまざまなケースが予想されることから、民生児童委員や介護支援専門員、相談支援専門
員による声掛けや、地域包括支援センター職員や生活保護担当ケースワーカーによる申請
支援などを実施している。また、広報紙、市ホームページ、新聞折り込みチラシに申請期
限を掲載するほか、未申請者に改めて文書通知をしたうえで、郵便不着宅の訪問を行う。

その他の質問　○ＧＩＧＡスクール構想について

その他の質問　〇認知症の理解を深めることについて　〇フレイル予防について

　　　　　　　〇地域公共交通ネットワークについて　〇地域文化について



　

　

◆新型コロナウイルス感染症に伴う支援策について

　　　コロナ禍において、特別定額給付金の支給基準日の翌日、4月 28 日以降に生まれた新生児、結婚されたカッ

　　　プルや新社会人に対する給付金は支給できないか。また、高齢者向けの肺炎球菌ワクチン接種の自己負担

　　　部分への補助、事業主で売り上げ 10％でも減少した方への給付金は創設できないかご見解を問う。

　　　総務部長、経済部長
　4月28日以降に生まれた新生児がいる家庭に対し、新たな生活支援策を講じるよう努める。
新婚カップルや新社会人についても、現状を把握しながら有効的な施策を検討する。なお、
肺炎球菌ワクチンの再接種には副反応の恐れがあるため、5 年以上の十分な間隔を空けるこ
とが推奨されている。自己負担分の補助は、過去に接種した方との費用負担の公平性に欠け
ることや、5 年未満での再接種の誘発につながりかねないことから、現行の制度に基づく接
種の推奨に努めたい。
　本市の各種経営支援制度を利用するため認定が必要なセーフティネット保証だが、売り上
げが 5％以上減少した場合は 5 号認定を受けることが可能となる。これは、売り上げが 20％
以上減少した場合の 4 号認定と同様に、市の経営安定化資金融資や、県のコロナ感染症対策
資金融資を利用でき、それに伴う保証料補給及び利子補給制度を受けることができるもので
ある。

その他の質問　○生活保護受給者等就労自立促進事業について

　　　　　　　○地域共生社会に向けた取り組みについて

　　　副市長
　過疎対策は、昭和 45 年に制定された過疎地域振興特別措置法を根拠法律としている。そ
の後、同法は改正が繰り返され、本市においてもそれらの法に基づく過疎地域自立促進計
画を策定し、新宮地域の活性化に取り組んできた。計画を策定するうえで、新宮独自の魅
力や特性を生かしながら、地域の活性化を図ることが大切である。令和 3 年度には新しい
過疎法が制定される見込みであるが、新型コロナウイルス感染症の影響により、国におけ
る新過疎法の制定作業が遅れており、本市の新過疎計画の策定もそれ相応の期間遅れるも
のである。新過疎法の制定後、関係部署と素案を作成し、新宮地域づくり協議会などの意
見を踏まえて、新しい過疎地域自立促進計画の策定に取り組んでいきたい。

◆新宮地域の人口推移と過疎地域自立促進計画について

　　　合併前日の新宮地域の人口は 1,691 人、16 年経過時は 955 人に減少。本年施政方針は、「著しい人口減少で、

　　　さまざまな課題を抱える当地域の事業計画策定に取り組む」とし、地方創生の地方潰しに対し、これまで

　　　新宮の問題を取り上げてきた私は、大いに賛同し、事業計画策定の進捗について問う。

その他の質問　○コロナ禍対策の充実と取り組みについて　○財政見通しについて

　　　　　　　○地方創生に係る各種計画・戦略について

三好　 平 議員

国政　 守 議員

飛鷹 裕輔 議員

　　　市民部長・国保医療課長
　一般会計の財政調整基金は、大規模災害などの不測の事態に備え創設されているもので
あり、独立採算を原則とする特別会計として基金も設置している国保の保険料引き下げの
ためにこれを活用することは適当ではない。また、本市の国保は今後も厳しい財政状況が
予想されるため、無理な引き下げが結果的に後の保険料の急増を招くといった負の連鎖に
陥ることのないよう、国保の財政調整基金も料率の引き上げを極力回避するための財源と
して運用していきたい。子どもの均等割を無くすには、子育て世帯以外の被保険者に追加
の負担を求めることになるため、市単独での導入は難しい。これまで市議会や全国市長会
からも国へ要望してきたように、制度改正を含め、財源についても国からの支援を受けら
れるよう、関係各所へ働きかけつつ、子育て世帯の保険料負担軽減にもつながる、保健事
業や医療費適正化などの歳出抑制の取り組みに努めたい。

◆コロナ禍から、命・暮らしを守る国民健康保険のあり方を求める

　　　市民アンケート結果では「国保料・介護保険料の負担が重い」が 64.7％。国保料は収入のない赤ちゃんに

　　　も均等割がかかり、子育て世帯の家計の負担となっている。コロナ禍収束が見えない状況の今こそ、市民

　　　の切実な思いに応えるよう、一般会計の財政調整基金 63 億 2,000 万円を活用し、保険料の引き下げと子ど

　　　もの均等割をなくすことを求める。

その他の質問　○介護保険料引き下げで安心・安全の介護を

　　　　　　　○新型コロナウイルス感染症拡大に関して教育委員会の基本的考えは



　

青木 永六 議員

　
◆零細な市民の営業に幅広く支援の手を

　　　市の中小企業経営継続支援金 4億 3,000 万円は、支援対象をセーフティネット保証 4号の利用者に

　　　限定しているため、原則20％の売り上げ減少者に限られている。市内では約4,000の事業者が頑張っ

　　　ており、もっと多くの事業者へ幅広く支援の手を差し伸べるべきである。

　　　経済部長
　コロナ禍における影響により経営が悪化した中小企業の経営継続を支援する施策として、
本市では中小企業経営継続支援金制度を創設している。本制度は、事業経営の必要経費で
ある従業員給与、法定福利費、水道光熱費などの一部を支援金として支給することで、廃
業の危機を回避し、地域経済を支える中小企業の経営維持及び市場活動の活性化を促すこ
とを目的としている。支給の判断基準を「前年同期比での売上減少」によるものとし、こ
の基準をセーフティネット保証 4 号の認定者とすることで、売上減少率が 20％とほかより
も高い減少率を要件としているため、真に支援を必要としている事業所へ適切に支給する
ことができると考える。

その他の質問　○コロナ禍での医療崩壊の危機から学ぶ　○ポストコロナ社会への見識を問う

　　　　　　　○新型コロナウイルス感染症の第 2波・第 3波に備えて

◆四国中央病院は現在地に残すべきである

　　　液状化現象、交通アクセス、高潮被害が懸念される移転地は、その妥当性が見出せない。何よりも

　　　川之江地域の住民に対して、説明責任が全く果たされていないことについて公憤を禁じ得ない。

谷　 國光 議員

　　　保健推進課長
　液状化については、現在、公立学校共済組合が地盤調査を行っている。その結果によっ
て必要があれば対策が検討されるものと思う。市としては、大地震発生に備え、国道 11 号
から候補地までの市道の地盤改良を実施したい。また、国道 11 号からのアクセスルートの
内、三島金子交差点から候補地までの間は、大型トラックの通行量が多く、東進方向で慢
性的な渋滞となっていることは、課題として認識している。その対策については、開院し
た場合の周辺交通を想定したうえで、関係機関と協議していきたい。高潮被害の恐れにつ
いては、候補地は、海抜約 4 メートルに位置し、三島川之江港における過去最高潮位であ
る 2.75 メートルよりも高く、過去に浸水被害の実績はない。川之江地域住民への説明責任
については、住民説明会が必要となった場合、事業主体である公立学校共済組合と連携を
図り、その都度検討していきたい。

その他の質問　○新型コロナウイルス感染症の第 2波への備えは万全か　○職員採用試験について

　　　　　　　○公共工事請負業者の市民に対する態度について

議会を傍聴してみませんか ?議会を傍聴してみませんか ?

　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴することができます。　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴することができます。

傍聴を希望される方は、本会議及び委員会当日に、市役所 6階で傍聴人受付簿に住所、氏名を傍聴を希望される方は、本会議及び委員会当日に、市役所 6階で傍聴人受付簿に住所、氏名を

御記入のうえ、傍聴してください。御記入のうえ、傍聴してください。

　また、本会議の様子はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。　また、本会議の様子はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

承認第 3号 　四国中央市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

承認第 4号
　令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 1号）の専決処分の承認を求めることに
　ついて

承　　認

承認第 5号
　令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 2号）の専決処分の承認を求めることに
　ついて

承　　認

承認第 6号
　令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 3号）の専決処分の承認を求めることに
　ついて

承　　認

承認第 7号
　令和 2年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第 1号）の専決処

　分の承認を求めることについて
承　　認

議案第 42 号 　四国中央市成年後見制度利用促進審議会条例の制定について 原案可決

議案第 43 号 　四国中央市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 44 号
　四国中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
　する条例について

原案可決

議案第 45 号
　四国中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
　条例の一部を改正する条例について

原案可決

議案第 46 号 　四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 47 号 　四国中央市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 48 号 　四国中央市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 49 号 　四国中央市港湾施設条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 50 号 　令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 4号） 原案可決

議案第 51 号 　令和 2年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号） 原案可決

議案第 52 号 　四国中央市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 53 号 　木颪萩野線道路災害復旧工事請負契約の締結について 原案可決

議案第 54 号
　一般財団法人愛媛県廃棄物処理センター東予事業所解体撤去工事委託契約の締結につ
　いて

原案可決

議案第 55 号 　物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 56 号 　物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 57 号 　市道路線の一部廃止について 原案可決

議案第 58 号 　令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 5号） 原案可決

議案第 59 号 　令和 2年度四国中央市水道事業会計補正予算  （第 1号） 原案可決

議案第 60 号 　四国中央市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同　　意

選挙第 1号 　四国中央市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 指名推選

意見書第 1号 　深刻な経済危機打開に消費税率 5％への引き下げを求める意見書について 否　　決

2年

請願第 1号

　「国による妊産婦医療費助成制度創設」並びに、「福祉医療制度の実施に伴う国保国庫

　負担金の削減措置廃止」を求める意見書の提出を求める請願
継続審査

元年

陳情第 3号

　家族従業者の人権保障のため「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択を求め

　る陳情
継続審査

2年

陳情第 1号
　種苗法改正案に関する陳情 継続審査

令和 2 年 第 2 回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



※委員会の様子をケーブルテレビで放送中

●議案第 46 号「四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について」

質問　　新型コロナウイルス感染症対応で、傷病手当が新設された。今後も傷病手当の条項

　　　　を残す可能性はあるのか。

答弁　　傷病手当については、財源に余裕がなく、加入者の構成が無職の方や年金生活者の

　　　　方、雇用されている方などさまざまで、公平性を欠く恐れがあるため、これまで導

　　　　入されていなかった。今回は国による財政支援があるが、今後も残すとなると加入

　　　　者に保険料として負担していただく必要があるため難しいと考える。

●議案第 50 号「令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 4号）」〔所管分〕

質問　　救急医療対策事業 541 万円について、防護衣は出回っているのか。

答弁　　急患センターにおいても、防護衣などを購入しようにも手に入らず、診療に来られ

　　　　る先生で持参される方もいたため、金銭的に補うための予算を計上している。

質問　　財産管理費の庁舎整備事業の内容はどのようなものか。

答弁　　愛媛県庁舎の跡地を公用車駐車場として、アスファルト舗装はせずに砕石を埋め込

　　　　み、フェンスを設置するものである。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています総務市民委員会の審査概要
◎原田　泰樹　○吉田善三郎　　眞鍋　幹雄　　三好　　平　　　◎委員長
　山本　照男　　苅田　清秀　　石津千代子　　谷　　國光  　　○副委員長

●議案第 44 号「四国中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

　　　　　　　一部を改正する条例について」

質問　　地域型保育事業所卒園後の受け皿として民間事業所との連携は取れているのか。

答弁　　連携施設としては 3事業所ともまだ取れていない。昨年 9月に条例改正したが、連

　　　　携施設の確保の経過措置で、今年の 3月末で終わるところを 5年間延長しているの

　　　　で、今後この 5年間で連携施設が確保できるように、市としても支援していきたい。

●議案第 50 号「令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 4号）」〔所管分〕

質問　　寒川グラウンド整備事業の今後のスケジュールについて伺う。

答弁　　令和 2年度に測量・設計を行い、令和 3年度秋に整備工事に着手し、令和 4年度夏

　　　　ごろに完成予定である。

質問　　ＧＩＧＡスクール構想のパソコンの導入台数と、どのようなコストが発生するのか。

　　　　また教育上の課題などはあるのか伺う。

答弁　　台数は、小中学校合わせて約 6,500 台である。コストとしては、高速通信ネットワー

　　　　クの関連費用や、保管や充電をするための備品などの購入に費用が発生する。今後

　　　　臨時休業した場合は、自宅に持ち帰り家庭学習などに使用する。そのための運用の

　　　　ルールをしっかり作成し、教員のスキルも更に上げていきたいと考える。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要
◎石川　秀光　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　山川　和孝　　　◎委員長
　谷内　　開　　井川　　剛　　西岡　政則　　　　　　　　　　○副委員長

※紙面の都合上、質問は抜粋しています



●議案第 50 号「令和 2年度四国中央市一般会計補正予算（第 4号）」【所管分】

質問　　地域公共交通活性化事業 697 万円の委託内容について伺う。

答弁　　地域公共交通計画については、これまで地域公共交通網形成計画の名称で立地適正

　　　　化計画にも策定を位置付けていたが、地域公共交通活性化再生法が先般閉会した国

　　　　会で改正され、名称が地域公共交通網形成計画から地域公共交通計画に変わった。

　　　　今までの交通網形成計画に加えなければいけない項目が増え、名称も変更された。

　　　　それと合わせて、本市でもデマンドタクシーは国庫補助を受けて運行しているが、

　　　　補助制度と計画を連携させることとなり、この計画に補助を受けている公共交通の

　　　　路線を位置付けないと補助の対象にならないと、年度末に国から通知があり、早急

　　　　に計画を策定しなければいけなくなったため、今回の 6月補正予算に計上すること

　　　　となった。

質問　　畜産基盤施設再生支援事業補助金の内容について伺う。

答弁　　畜産基盤施設再生支援事業については、事業実施主体は四国中央市畜産クラスター

　　　　協議会で、養豚農家 1軒と養鶏農家 3軒、飼料会社などから構成され、事務局は東

　　　　予家畜保健衛生所が担っている。国のクラスター事業に該当しない事業で、クラス

　　　　ター協議会に参加している畜産農家 2軒の畜舎改修などを行う予定である。

質問　　要望があったところの改修なのか。

答弁　　昨年度からクラスター協議会で要望を取り、今年度県の内示があり予算を計上して

　　　　いる。

産業建設委員会の審査概要

◎国政　　守　○石川　　剛　　三宅　繁博　　川上　賢孝　　　◎委員長
　篠永　誠司　　青木　永六　　曽我部　清　　　　　　　　　　○副委員長

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中

編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

◎山川和孝　 　○眞鍋幹雄　 　石川　剛　 　 三好　平　 　谷内　開　 　吉田善三郎　　井川　剛

〔お問い合わせ先〕

〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６ー55(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点により
令和２年度議会報告会を中止することとしました。

議会報告会中止のお知らせ


